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【
要
約
】
　
申
国
近
世
の
政
治
制
度
は
専
制
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
云
誤
の
頂
点
に
立
つ
皇
帝
が
ど
の
よ
う
な
思
考
で
専
制
を
行
っ
た
の
か
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
本
稿
で
は
、
中
国
近
世
の
専
制
君
主
の
典
型
で
あ
る
明
の
世
襲
（
嘉
靖
帝
）
を
と
り
あ
げ
、
嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
の
経
緯
と
そ
の

後
に
世
宗
が
著
し
た
『
忌
避
或
問
』
を
手
掛
か
り
に
、
世
宗
の
政
策
決
定
の
正
当
性
に
関
す
る
思
考
を
検
討
し
た
。
世
宗
は
儀
礼
改
定
に
あ
た
っ
て
は
ま

ず
内
閣
へ
の
諮
問
を
行
い
、
ま
た
関
係
官
僚
の
会
議
に
か
け
て
議
論
を
行
わ
せ
る
意
向
を
示
し
、
自
ら
の
独
断
と
い
う
形
式
に
よ
る
改
定
を
忌
避
し
た
。

ま
た
、
儀
礼
改
定
に
対
し
て
宙
官
が
異
議
を
唱
え
た
際
に
は
『
忌
祭
或
問
』
を
著
し
て
、
『
書
幅
の
「
絢
謀
余
響
」
（
諮
問
し
た
と
こ
ろ
み
な
同
意
す
る
）

の
理
念
を
提
唱
し
、
儀
礼
改
定
の
手
続
き
の
正
当
性
を
強
調
し
た
。
世
宗
は
自
ら
に
呈
さ
れ
る
異
議
を
防
ぐ
た
め
、
政
策
決
定
の
正
当
性
の
象
徴
と
も
い

う
べ
き
「
詞
謀
善
書
扁
を
実
行
し
、
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
自
ら
の
意
志
が
「
私
」
で
は
な
く
「
公
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
九
巻
三
号
　
二
〇
＝
ハ
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
国
近
世
の
政
治
は
「
専
制
」
と
い
わ
れ
、
時
と
し
て
現
代
中
国
の
政
治
に
つ
い
て
も
「
専
制
」
と
椰
楡
さ
れ
る
。
中
国
の
「
専
制
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ケ
ネ
ー
な
ど
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
の
議
論
以
来
、
多
く
の
学
者
が
検
討
し
て

　
②
き
た
が
、
そ
の
「
専
制
」
体
制
の
頂
点
に
立
つ
皇
帝
の
思
考
そ
の
も
の
は
注
目
を
浴
び
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
時
代
の
歴
史
砥
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③

究
の
中
で
は
、
時
と
し
て
皇
帝
の
「
恣
意
」
が
描
か
れ
て
き
た
が
、
「
恣
意
」
の
背
景
に
あ
る
皇
帝
の
思
考
の
論
理
に
つ
い
て
は
看
過
さ
れ
て

き
た
感
が
あ
る
。
皇
帝
は
ど
の
よ
う
な
論
理
を
持
っ
て
「
専
制
」
を
行
い
、
あ
る
い
は
「
恣
意
」
を
ふ
る
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
論
理

を
生
み
出
し
た
要
因
と
は
何
か
。
そ
し
て
、
皇
帝
の
そ
の
論
理
は
実
際
の
政
治
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
。
以
上
の
問
題
を
す
べ
て
明
ら

か
に
し
て
こ
そ
、
中
国
の
政
治
に
押
さ
れ
た
「
専
制
」
と
い
う
烙
印
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
上
記
の
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
中
国
近
世
の
政
治
舞
台
を
見
渡
し
た
時
、
明
の
世
宗
（
在
位
二
五
二
～
～
一
五
六
六
）
が
鍵
を
握
る
人
物
と

し
て
浮
か
び
上
が
る
。
世
宗
は
政
治
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
に
固
執
し
続
け
た
皇
帝
で
あ
る
。
嘉
靖
年
間
の
政
治
史
を
緻
密
な
筆
致
で
描
き
出

し
た
城
地
（
二
〇
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
世
宗
は
死
の
間
際
ま
で
政
治
に
関
与
し
、
そ
の
現
実
を
踏
ま
え
な
い
原
理
主
義
的
な
姿
勢
が
た
び
た
び

実
際
の
政
治
の
現
場
を
混
乱
に
陥
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
世
相
は
中
国
近
世
に
お
け
る
「
専
制
慰
主
」
の
一
つ
の
典
型
で
あ
り
、
世

盛
の
思
考
の
論
理
や
そ
の
背
景
を
分
析
す
る
こ
と
は
中
国
近
世
に
お
け
る
「
専
制
」
の
理
解
に
つ
な
が
る
。
近
年
、
嘉
靖
年
間
の
政
治
史
の
研

究
は
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
論
宗
に
関
す
る
言
及
も
増
え
て
い
る
。
上
述
の
城
地
氏
の
ほ
か
に
代
表
的
な
研
究
を
挙
げ
れ
ば
、
小
島
（
一
九
九

二
）
は
世
宗
が
自
ら
の
皇
帝
位
の
正
統
性
を
確
認
す
る
た
め
に
懸
章
改
革
を
行
っ
た
と
し
、
そ
の
姿
勢
を
原
理
主
義
と
評
し
た
。
黄
再
興
（
一

九
九
四
）
は
嘉
靖
九
年
の
孔
廟
改
制
を
と
り
あ
げ
、
世
知
が
士
大
夫
を
抑
圧
す
る
た
め
に
こ
の
改
革
を
行
っ
た
と
見
倣
し
た
。
大
石
（
二
〇
〇

二
）
、
（
二
〇
〇
三
）
、
（
二
〇
〇
五
）
は
主
体
的
に
政
治
を
行
お
う
と
す
る
青
年
君
主
と
し
て
世
宗
を
好
意
的
に
描
い
た
。
尤
淑
君
（
二
〇
〇
六
）
は

世
宗
が
宮
僚
を
弾
圧
し
て
自
ら
の
皇
帝
と
し
て
の
権
威
を
確
立
し
独
裁
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
過
程
を
詳
論
し
た
。
先
行
研
究
か
ら
は
世
宗
が

政
治
の
主
導
権
を
握
る
「
専
制
悪
婆
」
た
ら
ん
こ
と
に
心
血
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
世
宗
の
思
考
や
言
動

は
「
原
理
主
義
」
や
「
独
裁
」
な
ど
の
言
葉
の
艦
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
、
真
宗
の
思
考
の
論
理
を
今
～
度
史
料

に
即
し
て
解
き
ほ
ぐ
し
、
歴
史
的
背
景
の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
世
事
の
思
考
の
論
理
や
そ
の
背
景
の
一
端
を
探
る
た
め
、
政
策
決
定
の
正
当
性
に
関
す
る
世
宗
の
思
考
を
課
題
と
し
て
設
定
し
た

い
。
筆
者
が
問
題
解
決
の
糸
口
と
し
て
注
目
す
る
の
が
「
訥
謀
愈
同
」
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
「
首
謀
倉
同
」
と
い
う
言
葉
は
、
『
書
』
毒
心
護
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「
金
歯
先
定
、
調
謀
歯
面
、
鬼
神
其
依
、
亀
笠
協
従
（
朕
の
志
は
ま
ず
定
ま
っ
て
い
て
い
る
し
、
諮
問
し
た
と
こ
ろ
み
な
同
意
し
て
い
る
し
、
鬼
神
も
賛

意
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
し
、
占
い
も
同
調
し
て
い
る
）
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
理
念
が
政
策
決
定
の
正
当
性
を
担
保
す
る
原
理
で
あ
る
こ
と
を
見
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
の
が
城
地
量
感
で
あ
る
。
城
地
三
〇
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
明
代
の
詰
開
（
廷
臣
会
議
）
の
意
見
集
約
の
あ
り
方
に
は
「
異
論
が
提
起
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
決
定
的
な
要
件
と
み
な
す
」
（
三
五
四
頁
）
・
「
異
論
な
き
状
態
を
も
っ
て
決
定
に
ふ
み
き
る
と
い
う
意
見
集
約
・
意
思
決
定

の
あ
り
方
こ
そ
あ
る
べ
き
す
が
た
」
（
＝
毛
九
頁
）
と
の
認
識
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
し
ば
し
ば
廷
議
に
お
い
て
「
需
品
倉
同
」
の
理
念
が

提
唱
さ
れ
、
こ
の
理
念
は
「
た
だ
ひ
と
つ
の
選
択
肢
し
か
存
在
し
な
い
状
態
に
至
ら
し
め
る
こ
と
で
、
…
…
決
定
の
妥
当
さ
を
確
保
す
る
と
い

う
原
理
」
（
三
五
六
頁
）
が
野
饗
を
さ
さ
え
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
城
地
氏
の
議
論
は
谷
井
（
二
〇
一
四
）
の
批

判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
谷
井
氏
は
「
そ
も
そ
も
、
多
数
の
意
見
を
集
約
す
る
上
で
、
「
異
論
が
提
起
さ
れ
な
い
」
こ
と
が
決
定
的
な
意

味
を
も
つ
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
…
…
逆
に
言
え
ば
、
「
倉
同
じ
」
で
も
な
け
れ
ば
確
実
に
正
当
と
み
な
さ
れ
な
い
ほ
ど
、
決
定
方
法
に
つ

い
て
の
原
則
が
不
在
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
」
（
一
〇
五
二
）
と
述
べ
、
「
諭
謀
倉
同
」
の
理
念
が
明
代
の
廷
議
の
意
見
集
約
で

果
た
し
た
役
割
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
詞
謀
余
同
」
を
政
策
決
定
の
原
理
と
み
る
城
地
氏
と
政
策
決
定
に
お
け
る
原
則
の
存
在

自
体
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
谷
井
氏
と
の
間
に
は
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
「
倉
同
」
を
政
策
決
定
の
正
当
性
の
表
象
と
と
ら
え
る
こ
と

は
両
者
と
も
に
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
実
は
世
宗
は
こ
の
「
謁
謀
倉
同
」
の
理
念
を
ま
ま
持
ち
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）
に
世
宗
は
『
忌
祭
或

問
輪
を
著
し
、
そ
の
中
で
「
訥
謀
倉
石
」
の
理
念
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
靖
九
年
（
～
五
三
〇
）
に
世
事
は
天
地
分
祀
を
行
う
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

勅
諭
を
く
だ
し
て
群
臣
に
窮
鳥
を
上
奏
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
そ
の
勅
諭
を
自
ら
「
卜
祀
首
謀
勅
」
と
呼
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
嘉
靖
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（一

ﾜ
三
八
）
に
貼
薬
は
明
堂
で
実
の
父
を
上
帝
に
配
し
て
祀
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
そ
の
時
の
詔
に
は
「
乃
築
館
厳
考
配
帝
之
経
鼻
在
廷
、

百
官
会
定
、
至
於
三
舞
、
師
桜
之
義
、
倉
謂
之
同
（
父
を
上
帝
に
配
し
て
断
る
議
論
を
朝
廷
で
行
い
、
百
窟
が
会
し
て
取
り
決
め
る
こ
と
再
三
に
及
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

皆
瀬
を
揃
え
て
同
意
し
た
）
」
と
あ
る
。
嘉
靖
十
七
年
の
単
文
は
廷
議
を
受
け
て
の
表
現
で
あ
る
が
、
嘉
靖
七
年
の
『
忌
祭
或
間
隔
や
嘉
靖
九
年
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⑨

の
「
大
祀
調
謀
勅
」
は
廷
議
に
関
係
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
つ
ま
り
「
訥
謀
愈
同
」
と
い
う
言
葉
は
明
代
の
政
治
に
お
い
て
、
城
地

氏
や
谷
井
氏
が
議
論
の
前
提
と
し
た
廷
議
あ
る
い
は
官
僚
機
構
の
意
見
集
約
と
い
う
場
を
こ
え
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
政
策
決

定
の
正
当
性
の
象
徴
と
い
う
側
面
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
世
宗
が
「
訥
謀
反
同
」
の
理
念
を
唱
え
る
と
き
、
そ

こ
に
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
上
記
の
世
心
御
製
の
『
忌
祭
或
問
輪
な
ら
び
に
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
に
つ
い
て
は
、
一

見
項
平
な
事
象
に
見
え
る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
専
制
君
主
」
世
宗
の
標
榜
す
る
「
魚
雷

愈
同
」
の
論
理
や
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
適
し
た
素
材
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
豪
雪
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
の
経
緯
と
『
二
面
或

問
』
を
考
察
の
対
象
と
し
、
世
宗
の
政
策
決
定
の
正
当
性
に
関
す
る
思
考
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
①
十
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
家
の
中
国
の
「
専
制
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
　
　
⑦
嘉
靖
十
七
年
の
明
堂
配
享
に
つ
い
て
は
黒
影
瘤
（
二
〇
〇
六
〉
、
趙
克
生
（
二

　
　
大
野
（
二
〇
＝
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
〇
六
）
、
胡
吉
動
（
二
〇
〇
七
）
参
照
。

　
②
中
国
近
世
の
「
専
制
」
の
学
説
整
理
と
そ
の
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
は
岸
本
　

⑧
噸
勅
議
或
問
㎞
「
配
享
詔
」
。
な
お
、
こ
の
詔
の
文
章
は
、
少
な
く
と
も
草
稿
は

　
　
　
（
二
〇
〇
二
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
宗
の
筆
に
な
る
。
夏
言
魍
桂
洲
文
集
』
（
万
暦
三
年
序
刊
本
）
巻
三
二
　
嘉
靖

③
た
と
え
ば
前
馬
（
二
〇
一
五
）
は
明
代
の
永
楽
・
二
見
年
間
、
清
代
の
乾
隆
年

　
間
に
発
議
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
遠
征
を
皇
帝
の
恣
意
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

④
明
代
の
廷
議
に
つ
い
て
は
城
地
（
二
〇
～
二
）
の
ほ
か
に
、
曹
国
慶
（
一
九
八

　
九
）
、
張
治
安
（
一
九
九
二
）
、
林
乾
（
一
九
九
二
）
、
王
興
亜
（
一
九
九
九
）
ら

　
が
研
究
し
て
い
る
。
な
お
、
明
代
中
期
以
降
の
閣
議
に
は
皇
帝
は
臨
御
せ
ず
、
御

　
前
会
議
形
式
で
は
な
い
。

⑤
慕
靖
九
年
の
天
地
分
祀
に
つ
い
て
は
張
漣
（
二
〇
〇
五
）
、
尤
淑
君
（
二
〇
〇

　
六
）
、
馬
脳
克
生
（
二
〇
〇
六
）
、
悪
口
ロ
臨
則
（
二
〇
〇
七
）
参
照
。

⑥
張
聰
㎎
累
累
録
㎞
巻
一
四
嘉
靖
九
年
二
月
初
八
日
。
な
お
、
張
聰
は
嘉
靖
十

　
年
に
張
孚
敬
の
名
を
賜
る
が
、
本
稿
の
主
な
舞
台
は
嘉
靖
六
年
年
末
で
あ
る
た
め
、

　
本
稿
で
は
張
聰
と
い
う
呼
称
に
統
一
す
る
。

　
十
七
年
九
月
十
九
日
「
臣
華
言
等
謹
題
、
今
日
伏
蒙
二
尉
御
製
塾
生
、
臣
等
恭
読

　
再
四
、
仰
惟
聖
学
精
深
、
文
辞
高
古
、
真
帝
王
之
典
護
訓
誰
也
。
下
視
臣
等
擬
撰
、

　
山
口
三
塁
野
駆
。
臣
等
不
勝
欽
仰
之
至
。
」

⑨
嘉
靖
九
年
の
「
大
認
詞
謀
勅
」
に
つ
い
て
は
、
勅
文
を
下
し
た
後
に
礼
部
尚
害

　
李
時
の
要
請
で
善
後
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
噸
世
宗
実
録
』
巻
一
一
〇

　
嘉
靖
九
年
二
月
乙
亥
）
。
し
か
し
、
「
大
肥
鈎
謀
勅
」
そ
の
も
の
は
官
僚
の
上
奏
を

　
広
く
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
『
世
宗
実
録
』
巻
一
｝
○
　
嘉
靖
九
年

　
二
月
癸
酉
コ
、
大
小
官
員
都
着
依
留
具
奏
、
不
許
隠
黙
。
三
品
以
上
拝
予
科
・

　
十
三
道
・
翰
林
院
・
左
右
春
坊
・
勲
記
武
臣
同
着
自
疏
、
其
余
説
依
衙
門
為
限
、

　
連
名
具
疏
。
爾
部
裏
再
議
以
聞
。
」
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内
殿
の
成
立
と
儀
礼

（　

j
　
内
殿
の
概
略

慕靖六年年回の内殿儀礼改定（岩本）

　
嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
の
経
緯
を
述
べ
る
前
に
、
内
殿
の
性
格
や
そ
の
沿
革
、
そ
し
て
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
儀
礼
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
内
殿
と
は
、
紫
禁
城
の
宮
中
内
、
皇
帝
の
住
ま
い
で
あ
る
乾
清
宮
の
東
に
位
置
し
、
明
朝
の
歴
代
皇
帝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

皇
盾
の
神
位
を
祀
る
宮
殿
の
総
称
で
あ
る
。
洪
武
三
年
（
＝
二
七
〇
）
十
二
月
、
太
祖
（
在
位
二
三
六
八
～
一
王
九
八
）
は
紫
禁
城
の
外
に
あ
る

太
廟
で
行
う
季
節
ご
と
の
祭
祀
だ
け
で
は
亡
き
先
祖
へ
の
思
い
が
尽
く
せ
な
い
と
感
じ
、
乾
清
宮
附
近
に
先
祖
の
神
位
を
祀
る
客
先
殿
の
建
設

　
　
　
②

を
命
じ
た
。
永
楽
年
間
（
一
四
Ω
二
～
一
四
　
西
）
以
降
、
都
が
北
京
に
移
さ
れ
る
と
、
買
先
殿
も
南
京
の
制
に
な
ら
っ
て
北
京
の
宮
城
内
に
建

　
　
　
③

設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
～
一
五
〇
五
）
に
入
る
と
、
奉
先
殿
の
西
に
新
た
に
組
長
殿
と
い
う
内
殿
が
建
造
さ
れ
る
。
こ
れ

は
皇
后
で
は
な
か
っ
た
孝
宗
（
在
位
二
四
八
七
～
一
五
〇
五
）
の
生
母
の
神
位
を
祀
る
た
め
で
あ
る
。
以
後
、
奉
書
殿
に
は
弘
治
十
八
年
（
一

五
〇
五
）
に
憲
宗
の
生
母
、
嘉
靖
二
年
（
～
五
二
三
）
に
世
宗
の
祖
母
の
神
位
も
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
嘉
靖
六
年
時
点
で
は
奉
耳
環
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
体
の
神
位
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
嘉
事
年
間
に
新
た
に
建
軍
殿
と
い
う
内
殿
も
建
造
さ
れ
る
（
後
述
）
。
嘉
靖
六
年
年
末

時
点
で
は
奉
先
殿
、
奉
慈
殿
、
崇
先
殿
と
い
う
三
つ
の
内
殿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
内
殿
で
行
わ
れ
る
儀
礼
に
つ
い
て
、
内
殿
の
完
成
後
に
太
祖
は
、
毎
日
の
朝
と
夕
方
の
二
回
、
皇
帝
と
皇
太
子
・
親
王
た
ち
が
奉
先
殿
を
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

拝
し
、
ま
た
皇
后
は
顧
た
ち
を
率
い
て
お
供
え
を
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
『
（
正
徳
）
大
明
掌
典
』
に
は
「
朝
晩
挨
拶
し
、
朔
望
に
礼
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

時
節
ご
と
に
お
供
え
物
を
し
、
忌
辰
に
祭
祀
を
す
る
」
、
『
（
万
暦
）
大
明
会
典
隔
に
は
「
朝
晩
焼
香
し
、
朔
望
に
参
拝
し
、
時
節
ご
と
に
お
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

え
物
を
し
、
誕
生
日
・
忌
辰
に
祭
祀
を
す
る
」
と
あ
る
。
『
（
正
徳
）
大
明
灘
北
』
と
『
（
万
暦
）
大
明
会
典
隔
の
微
妙
な
語
旬
の
異
同
は
、
本
稿

で
述
べ
る
嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
を
反
映
し
て
い
る
。
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⑨

　
太
祖
以
後
の
明
朝
歴
代
皇
帝
が
上
記
の
儀
礼
の
規
定
を
実
際
に
遵
守
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
太
宗
（
在
位
　
一
四
〇
二
～
　
四
二
四
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

病
を
お
し
て
で
も
毎
日
二
回
の
奉
先
殿
参
拝
を
欠
か
さ
な
い
と
自
ら
の
勤
勉
ぶ
り
を
誇
っ
て
い
る
。
英
宗
（
在
位
二
四
三
五
～
一
四
四
九
、
一

四
五
七
～
一
四
六
四
）
は
産
霊
後
、
内
閣
大
学
士
李
賢
を
前
に
し
て
自
ら
の
～
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
振
り
返
っ
た
が
、
そ
の
中
に
毎
朝
の
舌
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

殿
参
拝
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
丘
溶
が
孝
宗
に
献
上
し
た
『
大
学
術
義
補
』
に
も
毎
朝
の
遣
先
殿
参
拝
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

　
そ
の
孝
宗
の
治
世
中
、
孝
宗
が
弟
に
内
殿
参
拝
儀
礼
を
代
行
さ
せ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
後
述
す
る
嘉
靖
六
年
の
内
殿
儀
礼
改
定
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
内
閣
大
学
誤
読
聰
の
上
奏
に
は
弘
治
年
間
に
栄
王
が
内
殿
参
拝
を
代
行
し
て
い
た
と
い
う
伝
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
栄
王
に
よ
る
参
拝
の
代

行
は
同
時
代
史
料
の
中
で
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
次
の
正
徳
年
間
（
～
五
〇
六
～
一
五
二
一
）
に
は
政
治
問
題
に
絡
ん
で
親
王
に
よ
る
内
殿
参
拝

の
代
行
が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
孝
宗
の
子
で
放
蕩
者
と
し
て
有
名
な
武
宗
（
在
位
二
五
〇
五
～
一
五
二
一
）
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
官
僚
た
ち
は
地
方
に
王
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
分
封
さ
れ
て
い
る
皇
族
を
北
京
に
来
さ
せ
、
後
継
候
補
と
し
て
待
遇
す
る
こ
と
を
さ
か
ん
に
主
張
し
た
。
そ
の
際
、
皇
族
来
京
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
内
殿
参
拝
の
代
行
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
正
徳
十
一
年
（
　
五
一
六
）
に
内
閣
首
輔
梁
儲
は
、
皇
族
の
中
か
ら
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

人
を
選
抜
し
、
彼
ら
に
早
朝
の
内
殿
参
拝
を
代
行
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
上
奏
し
た
。
さ
ら
に
梁
儲
は
翌
年
、
皇
族
の
中
か
ら
適
当
な
一
人
を
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

抜
し
て
、
内
殿
で
焼
香
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
こ
と
を
二
度
目
請
願
し
た
が
、
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
嘉
靖
年
間
以
前
の
史
料
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
建
前
上
、
内
殿
は
皇
帝
も
し
く
は
代
理
の
親
王
が
日
常
的
に
参
拝
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
皇

帝
に
も
臣
下
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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（
二
）
　
大
礼
の
議
と
崇
先
殿
の
成
立

　
武
備
は
後
継
を
た
て
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
従
弟
の
興
王
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
こ
れ
が
世
道
で
あ
る
。
雲
量
の
即

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

位
と
共
に
、
大
礼
の
議
と
呼
ば
れ
る
皇
帝
と
官
僚
た
ち
の
対
立
が
勃
発
し
た
。
内
閣
首
輔
楊
耳
糞
を
筆
頭
に
大
多
数
の
官
僚
た
ち
は
、
世
宗
は



嘉靖六年年末の内殿儀礼改定（岩本）

皇
帝
と
い
う
地
位
に
就
い
た
以
上
、
実
際
に
皇
帝
位
に
就
い
て
い
た
血
筋
上
の
伯
父
の
孝
宗
を
父
と
し
、
孝
宗
の
皇
后
を
母
と
す
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
　
方
、
即
位
時
十
五
歳
の
少
年
天
子
世
説
は
実
の
父
母
で
あ
る
興
尊
王
夫
妻
を
父
母
と
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。

　
世
宗
の
願
望
に
理
論
的
根
拠
を
提
供
し
た
の
が
、
科
挙
に
合
格
し
た
ば
か
り
の
張
聰
と
い
う
人
物
だ
っ
た
。
張
聰
は
理
髪
王
を
父
と
す
る
こ

と
の
正
当
性
を
主
張
し
、
興
言
の
歓
心
と
帯
磁
和
ら
の
不
興
を
買
っ
た
。
張
聰
の
上
奏
以
後
、
径
輪
・
桂
蓼
・
席
書
・
方
献
夫
ら
数
人
の
官
僚

が
詩
宗
の
意
志
に
同
調
す
る
動
き
を
見
せ
た
。
少
数
で
は
あ
る
が
賛
同
者
を
得
た
世
宗
は
、
自
己
の
願
望
の
実
現
に
向
け
て
適
進
ず
る
。
嘉
靖

三
年
（
一
五
二
四
）
七
月
に
は
事
態
を
危
惧
し
た
官
僚
た
ち
が
紫
禁
城
の
門
前
で
デ
モ
を
行
っ
た
（
左
営
門
事
件
）
が
、
二
面
は
参
加
者
を
逮
捕

す
る
な
ど
実
力
行
使
で
反
対
を
押
し
の
け
、
つ
い
に
同
年
九
月
に
実
の
父
母
を
父
母
、
孝
宗
夫
妻
を
伯
父
夫
妻
と
す
る
念
願
を
叶
え
た
。

　
こ
の
大
礼
の
議
の
途
中
、
新
た
な
内
殿
と
し
て
崇
先
殿
の
前
身
で
あ
る
観
徳
殿
が
出
現
す
る
。
嘉
靖
三
年
五
月
、
世
宗
は
奉
先
殿
の
西
室
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

観
徳
殿
と
し
、
父
の
神
主
を
安
遣
す
る
場
所
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
た
だ
し
、
観
徳
殿
は
場
所
こ
そ
奉
先
守
の
そ
ば
で
あ
る
が
、
機
能
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
は
太
廟
の
よ
う
に
神
主
を
祀
る
廟
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
大
礼
の
議
で
勝
利
し
た
世
帯
は
、
翌
年
さ
ら
に
歴
代
皇
帝
を
祀
る
太
廟
で
父
を
祀
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
。
官
僚
た
ち
は
太
廟
で
皇
帝
で
は
な

か
っ
た
人
物
を
祀
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
、
大
礼
の
議
で
世
宗
の
側
に
立
っ
た
張
聰
ら
さ
え
同
意
し
な
か
っ
た
。
結
局
は
聖
廟
の
そ
ば
に
別
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

建
物
を
作
り
、
そ
こ
を
世
廟
と
名
付
け
て
父
の
神
主
を
祀
る
と
い
う
妥
協
案
で
決
着
し
た
。
世
廟
完
成
が
間
近
に
迫
っ
た
嘉
靖
五
年
（
一
五
二

六
）
七
月
、
世
宗
は
智
徳
殿
が
奉
慈
殿
の
後
ろ
に
あ
っ
て
出
入
り
し
に
く
い
と
い
う
理
由
で
、
奉
先
駈
の
東
側
に
移
動
さ
せ
た
い
と
い
う
意
向

を
示
し
た
。
内
閣
や
礼
部
は
反
対
し
た
が
、
世
宗
は
書
店
が
太
廟
の
東
北
に
位
置
す
る
こ
と
に
対
応
さ
せ
る
た
め
に
も
観
徳
殿
の
東
遷
に
ご
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

わ
っ
た
。
結
局
、
世
宗
の
意
向
に
内
閣
が
従
い
、
観
徳
殿
の
移
築
が
決
ま
っ
た
。
移
築
完
了
直
前
の
嘉
靖
六
年
二
月
、
四
徳
殿
は
崇
先
殿
と
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

称
さ
れ
た
。
崇
先
殿
の
名
は
奉
先
殿
に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
月
、
崇
斎
殿
が
完
成
し
、
影
青
は
父
の
神
位
を
奉
じ
た
。
内
殿

儀
礼
改
定
は
こ
の
年
の
年
宋
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
門
内
殿
」
と
い
う
語
は
時
に
文
華
殿
な
ど
全
く
別
の
機
能
を
持
っ
た
宮
殿
を
指
　

す
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
子
平
・
王
霧
中
（
二
〇
〇
四
）
は
「
内
廟
扁
と
い
う
呼
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称
を
使
用
し
て
い
る
が
、

で
は
な
い
。

管
見
の
及
ぶ
限
り
、
明
代
に
お
い
て
は
～
般
的
な
呼
称

②
㎎
太
祖
実
録
㎞
巻
五
九
洪
武
三
年
十
二
月
甲
子
。

③
噸
（
万
暦
）
大
明
会
典
』
巻
八
九
「
奉
先
殿
」
。

④
貿
正
徳
）
大
明
会
議
』
巻
八
一
「
奉
慈
殿
」
、
魍
（
万
暦
）
大
明
機
運
㎏
巻
八
九

　
「
奉
慈
殿
」
、
楊
新
成
（
二
〇
一
｝
）
参
照
。

⑤
内
殿
で
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
際
に
も
儀
礼
が
行
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
毎
日

　
ま
た
は
決
ま
っ
た
日
に
内
殿
で
行
う
比
較
的
小
規
模
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク
と

　
し
て
の
儀
礼
を
内
殿
儀
礼
と
し
て
書
及
す
る
。

⑥
『
太
祖
実
録
睡
巻
六
一
洪
武
四
年
二
月
黄
雲
。

⑦
『
（
正
徳
）
大
明
会
典
㎞
巻
八
一
奉
先
殿
「
国
朝
、
以
太
廟
舟
筏
無
足
展
孝

　
思
之
誠
、
復
於
宮
内
書
聖
客
殿
、
朝
夕
総
軍
、
朔
望
行
管
、
時
節
献
新
、
忌
辰
致

　
祭
。
」

⑧
契
万
暦
）
大
明
会
典
㎞
巻
八
九
「
奉
先
殿
」
「
洪
武
三
年
冬
、
以
太
願
時
享
未

　
足
以
展
孝
思
、
始
於
乾
清
宮
別
建
悪
銀
殿
、
朝
夕
焚
香
、
朔
望
晦
拝
、
時
節
献
新
、

　
生
業
致
祭
、
用
常
僕
、
行
家
人
礼
。
永
楽
定
都
、
建
宮
殿
如
南
京
。
」

⑨
太
宗
は
嘉
事
十
七
年
に
成
祖
の
戯
号
を
お
く
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
主
な
舞
台
は

　
嘉
靖
六
年
年
末
で
あ
る
た
め
、
太
宗
と
呼
称
す
る
。

⑩
魍
太
宗
実
録
㎞
巻
六
七
永
楽
五
年
五
月
癸
酉
。

⑪
『
英
宗
実
録
』
巻
三
二
七
天
順
五
年
構
月
乙
未
、
李
豊
門
天
順
日
録
㎞
。

⑫
丘
溶
『
大
学
術
義
補
』
巻
四
五
「
我
祖
宗
以
来
、
毎
日
皇
子
奉
霊
殿
行
脚
、
東

　
朝
間
安
、
然
後
御
三
。
」

⑬
張
聰
『
諭
対
録
㎞
巻
三
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
七
日
「
又
翌
朝
毎
日
多
是
親

　
王
焼
香
、
至
孝
宗
皇
帝
時
、
毎
日
亦
令
栄
王
焼
香
、
無
有
躬
行
謄
拝
之
礼
。
」

⑭
た
と
え
ば
、
正
徳
九
年
正
月
に
乾
清
宮
の
火
災
の
た
め
、
官
僚
た
ち
に
時
弊
に

　
つ
い
て
の
直
雷
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
皇
族
を
北
京
に
来
さ
せ
て
後
継
候
補
と
す
る

　
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
（
噸
武
宗
実
録
㎞
巻
一
〇
八
　
正
徳
九

　
年
正
月
丙
戌
、
丁
亥
、
巻
～
〇
九
　
正
徳
九
年
工
月
乙
未
朔
、
乙
卯
）
。

⑮
梁
儲
『
平
倉
遺
稿
』
巻
一
門
講
定
大
本
疏
」
、
『
武
前
実
録
』
巻
＝
二
五
正
徳

　
十
～
年
三
月
甲
辰
。

⑯
梁
儲
『
轡
洲
遺
稿
』
巻
二
「
宗
社
大
計
疏
こ
、
「
宗
社
大
計
堕
こ
、
㎎
武
宗
実

　
録
』
巻
一
五
二
　
正
徳
十
二
年
八
月
庚
申
。

⑰
大
礼
の
議
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
近
年
の
力
作

　
と
し
て
尤
淑
暦
（
二
〇
〇
六
）
、
胡
吉
助
（
二
〇
〇
七
）
、
新
田
（
二
〇
〇
八
）
を

　
挙
げ
て
お
く
。

⑱
㎎
世
宗
実
録
㎞
巻
三
九
嘉
靖
三
年
五
月
壬
申
。

⑲
噸
世
宗
実
録
㎞
巻
三
九
慕
靖
三
年
五
月
戊
子
、
巻
四
〇
嘉
靖
三
藤
六
月
辛

　
丑
。

⑳
『
諸
宗
実
録
』
巻
五
〇
嘉
靖
四
年
四
月
戊
申
。

⑳
『
世
宗
実
録
』
巻
五
一
嘉
靖
四
年
五
月
庚
辰
。
な
お
、
諸
宗
は
そ
の
後
、
廟

　
制
の
変
更
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
は
父
を
太
廟
で
祀
る
と
い
う
念
願
を
叶
え
る

　
（
尤
淑
君
（
二
〇
〇
六
）
参
照
）
。

⑳
　
　
噸
世
宗
実
録
㎞
巻
六
六
　
慕
靖
五
年
七
月
庚
子
。

⑬
　
　
『
明
倫
大
典
』
巻
一
三
　
嘉
靖
六
年
二
月
癸
亥
。

⑳
　
　
『
世
業
実
録
』
巻
七
四
　
嘉
靖
六
年
三
月
壬
午
。

㊧
　
　
『
世
宗
実
録
』
巻
七
五
　
嘉
靖
六
年
四
月
戊
辰
、
開
明
倫
大
典
』
巻
二
三
　
嘉

　
靖
六
年
四
n
月
甲
骨
。
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二
　
嘉
靖
六
年
年
末
の
政
局
と
内
殿
儀
礼
改
定

（一

j
　
世
宗
と
当
時
の
内
閣

嘉靖六年年末の内殿儀礼改定（岩本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
明
代
中
期
以
降
の
政
界
に
お
い
て
は
、
永
楽
年
間
に
創
設
さ
れ
た
機
構
で
あ
る
内
閣
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
嘉
靖
六
年
年
末
当
時
、

内
閣
に
は
楊
一
清
、
謝
遷
、
張
聰
、
穆
璽
の
窯
業
が
連
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
当
時
の
政
治
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
の
が
、
首
輔
楊
一
清

と
大
礼
の
議
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
張
聰
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
楊
一
清
は
当
時
す
で
に
七
十
四
歳
の
老
臣
で
あ
っ
た
。
彼
は
辺
境
行
政
や
宣
官
劉
理
の
排
除
で
名
を
あ
げ
、
正
徳
十
年
（
一
五
一
五
）
に
入

閣
を
果
た
し
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
失
脚
し
、
世
尊
即
位
当
初
は
隠
退
状
態
で
あ
っ
た
。
大
礼
の
議
の
問
、
楊
一
清
自
身
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

聰
の
上
奏
を
絶
賛
し
た
り
、
童
話
と
同
じ
意
見
を
持
っ
て
い
な
が
ら
上
奏
す
る
こ
と
を
躊
躇
っ
て
い
た
席
書
の
背
申
を
押
し
て
あ
げ
た
り
し
た

　
　
④

と
い
う
。
大
礼
の
議
の
決
着
後
、
楊
一
清
は
陳
西
三
辺
総
綱
と
い
う
辺
境
の
軍
務
責
任
者
に
再
起
用
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
も
立
た
な
い
う

ち
に
、
当
時
の
内
閣
と
雪
起
た
ち
の
対
立
を
背
景
と
し
て
内
閣
に
召
喚
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
嘉
靖
六
年
二
月
か
ら
内
閣
首
輔
と
な
り
、
嘉
靖
八

年
（
一
五
二
九
）
に
失
脚
す
る
ま
で
文
官
の
序
列
第
一
で
あ
り
続
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
一
方
、
大
礼
の
議
で
一
躍
時
の
人
と
な
っ
た
張
聰
は
、
嘉
靖
六
年
年
末
当
時
は
五
十
三
歳
の
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
。
張
聰
が
進
士
と
な
っ
た

の
は
正
徳
十
六
年
、
入
閣
し
た
の
は
嘉
靖
六
年
十
月
で
あ
り
、
科
挙
に
合
格
し
て
か
ら
わ
ず
か
六
年
で
官
界
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た
こ
と
に
な

る
。
大
礼
の
議
の
功
績
に
よ
り
世
宗
か
ら
破
格
の
寵
遇
を
受
け
て
大
出
世
を
果
た
し
た
張
聰
は
官
界
か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
ら
っ
た
。
張
聰
も
あ

え
て
宮
界
の
多
数
派
と
は
｝
線
を
画
す
こ
と
を
意
識
し
、
大
礼
の
議
で
共
闘
し
た
桂
藝
、
翌
冬
夫
、
覆
鞭
ら
と
共
に
独
自
の
政
策
を
打
ち
出
し

　
　
　
⑥

て
い
っ
た
。

　
楊
一
清
と
張
聰
、
こ
の
二
人
は
親
子
ほ
ど
に
も
年
齢
が
違
う
が
、
皇
帝
の
大
抜
擢
に
よ
っ
て
異
例
の
入
閣
を
果
た
し
た
と
い
う
点
で
は
同
様
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で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
明
代
中
期
以
降
、
入
閣
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
原
則
と
し
て
翰
林
院
の
官
僚
だ
け
で
あ
っ
た
。
翰
林
院
の
官
僚
に

な
れ
る
の
は
、
殿
試
の
上
位
合
格
者
三
飯
と
庶
吉
士
に
選
抜
さ
れ
た
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
楊
一
清
と
張
聰
は
科
挙
合
格
後
に
他
の
役
所
の
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

任
命
さ
れ
て
お
り
、
通
常
は
入
閣
ど
こ
ろ
か
翰
林
院
に
入
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
慣
例
を
覆
し
て
入
閣
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
二
人
が
通
常
の
昇
進
経
路
と
は
別
の
論
理
に
よ
っ
て
こ
の
地
位
を
得
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
楊
一
清
と
張
聰
は
嘉
靖
八
年
に
衝
突
し
、
最
終
的
に
楊
～
清
が
失
脚
、
張
聰
が
新
た
な
首
輔
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
両
者
は
常
に

対
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
表
面
的
に
は
協
力
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
七
曲
七
年
の
万
寿
節
（
八
月
十
日
）
の
朝
鮮
燕
行
使
の
見

聞
に
よ
れ
ば
、
高
齢
の
楊
一
清
が
内
閣
の
ト
ッ
プ
で
、
南
京
六
部
の
下
位
官
か
ら
入
閣
し
た
若
手
の
張
聰
が
内
閣
の
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

拳
蟹
は
楊
一
清
を
ボ
ス
と
し
て
た
て
て
、
政
策
は
楊
一
清
名
義
で
提
案
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
墨
筆
八
年
に
張
聰
の
大
礼
の
議
以
来
の

盟
友
で
あ
る
霊
室
が
楊
一
清
を
弾
劾
す
る
上
奏
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
中
に
も
「
張
聰
・
桂
蓼
が
い
つ
も
楊
～
清
の
過
失
を
攻
撃
し
て
い
た
の

で
、
臣
は
彼
ら
に
「
あ
な
た
が
た
二
人
は
忠
で
す
が
、
人
々
か
ら
嫉
妬
さ
れ
て
い
ま
す
。
楊
～
清
に
は
過
失
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
々
に
信
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
れ
て
い
ま
す
。
楊
一
清
を
上
に
留
め
て
、
人
望
を
つ
な
ぐ
べ
き
で
す
」
と
忠
告
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。
両
者
の
亀
裂
が
決
定
的
に
な
る
前
、

楊
一
清
は
世
変
の
寵
臣
で
あ
る
張
聰
と
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
で
自
ら
の
地
位
を
守
り
、
張
聰
は
幅
広
い
人
脈
を
持
つ
老
臣
を
た
て
る
こ
と
で

自
ら
の
人
望
の
な
さ
を
補
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
は
楊
一
清
と
五
聖
の
両
者
の
思
惑
だ
け
で
は
な
く
、
世
宗
の
意
向
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
嘉
靖
六
年
十
月
か
ら
世
嗣
は
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

閣
と
の
問
で
密
諭
・
密
漁
の
運
用
を
開
始
し
た
が
、
事
前
に
楊
一
清
・
張
聰
に
密
諭
・
密
疏
の
典
故
を
質
問
し
た
。
楊
一
清
が
密
疏
を
封
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
め
の
銀
印
、
つ
ま
り
密
疏
の
権
利
を
多
く
の
人
間
に
与
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
と
こ
ろ
、
世
宗
は
楊
一
清
と
張
聰
だ
け
に
銀
印

を
下
賜
し
よ
う
と
し
た
。
結
局
は
楊
一
清
の
懇
願
に
よ
り
、
当
時
の
も
う
　
人
の
内
閣
員
で
あ
る
裡
墾
に
も
銀
印
を
賜
り
、
さ
ら
に
は
大
礼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

議
で
張
聰
と
共
に
論
陣
を
張
っ
た
礼
部
署
書
桂
蓼
に
も
賜
っ
た
。
以
上
の
経
緯
か
ら
、
世
宗
の
悪
難
・
密
疏
運
用
の
主
目
的
は
楊
一
清
・
張
聰

の
二
人
と
の
書
面
交
換
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
世
宗
は
し
ば
し
ば
政
治
悶
題
を
両
者
の
相
談
の
上
で
決
め
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
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⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
お
り
、
張
聰
に
あ
て
て
忠
実
な
内
閣
員
は
こ
の
二
人
だ
け
だ
と
打
ち
明
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

張
聰
の
密
議
に
楊
一
清
が
絡
ん
で
い
く
形
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
く
。

嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
も
世
宗
と

（一

黶j

@
内
殿
儀
礼
改
定
の
瀬
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
一
日
の
夕
方
、
世
宗
か
ら
内
閣
の
も
と
に
三
四
日
の
休
暇
を
と
っ
て
体
調
を
整
え
た
い
と
い
う
お
達
し
が
届
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
、
内
閣
首
輪
楊
～
清
も
病
気
の
た
め
自
宅
で
伏
せ
っ
て
い
た
。
張
出
は
翌
日
、
世
宗
に
対
し
て
厳
寒
の
際
に
は
日
の
出
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

後
に
朝
廷
を
開
き
、
強
風
の
際
に
は
朝
廷
を
休
み
に
し
て
世
宗
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
張
聰
の
提
案
を
受
け
て
、
世
宗
は
以
下
の

よ
う
な
悩
み
を
打
ち
明
け
た
。

嘉靖六年年末の内殿儀礼改定（岩本）

朕
は
幼
く
し
て
天
命
を
担
い
、
地
位
は
人
類
の
長
だ
。
し
か
し
、
情
け
な
い
こ
と
に
軟
弱
で
頭
が
悪
く
、
上
は
天
の
厚
意
に
そ
う
こ
と
が
で
き
ず
、
下
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

民
衆
を
安
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
寒
い
時
や
暑
い
時
は
自
分
の
健
康
が
保
て
ず
、
そ
の
ま
ま
病
気
に
負
け
て
し
ま
い
、
両
太
后
を
心
配

さ
せ
て
何
度
も
お
見
舞
い
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
卿
の
崇
重
な
患
愛
を
も
ら
い
、
朕
は
本
当
に
恥
ず
か
し
い
。
そ
も
そ
も
朕
は
病
床
に
あ
る
け
れ
ど
、
心
を

休
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ひ
と
た
び
病
気
に
な
る
と
、
朝
廷
は
休
み
に
な
り
、
三
曹
に
参
拝
す
る
人
が
い
な
く
な
り
、
こ
れ
は
朕
が
恥
ず
か
し
く
思

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
朕
は
い
つ
も
後
継
ぎ
が
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
が
心
配
で
、
二
十
歳
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
も
恥
ず
か
し
く

思
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
朝
廷
で
政
治
を
す
る
際
、
御
座
の
上
で
廟
の
下
か
ら
の
激
し
い
風
に
い
つ
も
吹
き
つ
け
ら
れ
て
、
各
部
署
の
上
奏
に
対
し
て
う
ま

く
答
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
北
方
は
南
方
よ
り
ず
っ
と
寒
く
、
朕
は
南
方
で
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
、
こ
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
い
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

耳
あ
て
は
役
に
立
た
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
毎
日
、
三
廟
に
参
拝
す
る
時
、
い
つ
も
凍
え
て
し
ま
い
、
両
耳
に
は
し
も
や
け
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
で
初
め
て
「
三
筋
」
の
参
拝
、
つ
ま
り
内
殿
儀
礼
が
君
臣
間
の
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。
『
世
宗
実
録
』
の
記
述
で
は
、
内
殿
儀
礼
改
定
は
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⑳

内
閣
首
輔
楊
一
清
か
ら
の
建
議
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
実
際
の
発
端
は
世
宗
か
ら
張
篭
へ
の
愚
痴
で
あ
っ
た
。

　
世
宗
に
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
張
聰
は
翌
日
、
内
殿
参
拝
と
後
継
問
題
に
つ
い
て
の
解
決
策
を
提
示
す
る
。
本
稿
で
は
内
殿
参
拝
に
つ
い

て
の
議
論
の
み
に
焦
点
を
あ
て
る
。
張
聰
の
見
解
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
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国
朝
の
太
宗
は
、
蓮
華
の
季
節
ご
と
の
祭
祀
で
は
孝
行
の
誠
意
が
尽
し
足
り
な
い
と
お
考
え
に
な
り
、
大
内
に
奉
先
殿
を
建
設
し
、
朝
夕
に
挨
拶
し
、
朔

望
に
礼
を
行
い
、
時
節
ご
と
に
お
供
え
物
を
し
、
忌
辰
に
祭
祀
を
行
う
こ
と
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
朔
望
、
時
節
ご
と
の
お
供
え
、
忌
辰
は
皇
帝
ご

自
身
で
行
う
礼
で
、
廃
止
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昔
は
毎
朝
の
焼
香
は
親
王
に
代
行
を
命
じ
る
こ
と
が
多
く
、
毎
日
参
拝
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
張
聰
は
世
宗
に
対
し
内
殿
参
拝
の
簡
略
化
を
勧
め
、
そ
の
理
論
的
根
拠
も
提
供
し
た
。
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
奉
先
殿
の
始
ま
り
を
太
宗
に

求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
張
聰
は
太
宗
が
鱗
葉
は
宮
城
の
外
に
あ
っ
て
不
便
だ
か
ら
奉
先
業
を
作
り
労
力
を
節
約
し
た
と
い
う
主
張
す
ら
行

惣
そ
の
淵
源
を
太
宗
と
規
定
し
た
・
確
か
に
・
北
京
に
あ
る
奉
夢
殿
を
建
設
し
た
の
は
太
宗
に
ほ
か
な
ら
な
い
・
し
か
し
・
奉
先
殿
は
上
述

し
た
よ
う
に
、
太
祖
が
季
節
ご
と
の
先
祖
祭
祀
で
は
不
十
分
だ
か
ら
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
世
篭
も
張
聰
も
本
当
は
奉
先
業
が
太
祖
に
由
来
す

る
こ
と
を
重
々
承
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
御
製
『
忌
祭
或
問
臨
の
申
で
世
宗
は
「
我
が
太
祖
が
出
さ
れ
た
教
訓
を
拝
読
す
る
と
「
後
世
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

子
孫
は
か
し
こ
ぶ
っ
て
わ
た
し
が
定
め
た
法
を
乱
す
な
」
と
あ
る
。
わ
た
し
は
い
つ
も
こ
れ
を
読
む
と
、
恐
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
奉
古
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
建
設
は
、
太
宗
が
太
祖
の
制
度
に
基
づ
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
内
殿
が
太
祖
由
来
で
は
参
拝
儀
礼
を
か
し
こ
ぶ
っ
て
大
胆
に
変
更
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
が
で
き
な
い
た
め
、
張
聰
は
わ
ざ
と
内
殿
の
始
ま
り
や
目
的
を
取
り
違
え
た
の
だ
ろ
う
。

　
張
聰
か
ら
内
殿
儀
礼
簡
略
化
の
提
案
を
受
け
取
っ
た
世
宗
は
、
翌
二
十
五
日
に
さ
ら
に
毎
日
の
参
拝
の
辛
さ
を
ぶ
ち
ま
け
た
。



我
が
太
宗
の
時
に
初
め
て
奉
先
革
を
建
て
た
が
、
当
時
は
五
代
分
の
神
位
だ
け
で
、
毎
日
参
拝
し
て
も
た
っ
た
五
回
の
拝
礼
だ
っ
た
。
今
な
ん
て
九
代
分

の
神
位
が
あ
っ
て
、
奉
慈
殿
は
三
室
あ
る
し
、
乗
員
殿
に
は
父
の
神
位
が
あ
る
。
だ
か
ら
一
日
で
合
計
す
る
と
、
奉
先
殿
に
行
っ
て
九
室
で
九
拝
し
、
退

出
し
て
西
に
ま
わ
っ
て
奉
慈
殿
に
行
っ
て
三
室
に
三
拝
し
、
そ
れ
か
ら
突
っ
切
っ
て
東
に
ま
わ
っ
て
崇
先
殿
に
行
っ
て
　
拝
し
、
上
り
下
り
は
六
回
、
拝

礼
は
十
三
回
、
毎
日
こ
の
講
子
だ
。
祭
祀
の
日
や
忌
辰
に
は
、
合
計
で
拝
礼
を
三
十
四
回
す
る
。
朕
は
も
と
も
と
虚
弱
体
質
で
、
い
つ
も
参
拝
が
終
わ
る

と
、
岡
足
に
力
が
入
ら
な
く
な
り
、
四
～
五
刻
の
間
息
が
き
れ
、
日
の
出
の
あ
と
に
朝
廷
で
御
座
に
着
い
て
も
言
葉
が
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
こ
と
も
あ
る
。

朕
は
一
昨
年
か
ら
、
病
気
の
せ
い
で
体
力
が
い
よ
い
よ
衰
え
た
の
で
、
規
定
通
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
を
え
ず
忌
辰
な
ど
の
日
に
は
十
拝
減
ら

し
て
二
十
四
拝
だ
け
に
し
、
毎
踊
は
八
手
滅
ら
し
て
六
拝
だ
け
に
し
て
い
る
。
今
年
に
入
っ
て
、
ま
す
ま
す
両
足
の
凝
り
が
ひ
ど
く
な
り
、
疾
も
つ
ま
る

よ
う
に
な
り
、
だ
か
ら
こ
こ
数
逼
の
風
邪
で
も
無
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
我
が
太
宗
の
時
は
こ
ん
な
に
多
く
な
か
っ
た
し
、
歴
代
の
先
祖
の

時
も
こ
ん
な
ん
で
は
な
か
っ
た
。
い
つ
も
言
及
し
た
か
っ
た
の
に
他
人
に
言
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
相
手
が
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
か
ら
だ
。
卿
は
も
う
一
度
可
否
を
考
え
て
、
一
清
と
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
こ
っ
そ
り
話
し
合
っ
て
く
れ
。

嘉靖六年年末の内殿儀礼改定（岩本）

　
世
宗
は
張
聰
に
楊
一
清
と
の
密
議
を
命
じ
た
。
世
宗
の
指
示
通
り
、
張
聰
は
そ
の
日
の
う
ち
に
楊
一
清
の
家
を
訪
ね
、
世
宗
の
苦
悩
を
伝
え

た
。
翌
二
十
六
日
、
張
聰
は
楊
一
清
と
共
に
話
し
合
っ
た
結
果
、
内
殿
に
皇
帝
自
ら
が
参
拝
す
る
の
は
、
朔
望
、
播
磨
（
時
節
ご
と
の
お
供
え
）
、

忌
辰
だ
け
に
限
り
、
そ
の
他
は
毎
日
黒
蜜
に
焼
香
さ
せ
れ
ば
問
題
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
朔
望
や
忌
辰
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
行
う
儀
礼
の
具
体
的
な
改
定
案
も
提
示
し
た
。

　
世
宗
は
張
聰
の
提
案
を
賞
賛
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

朕
は
今
の
計
画
を
再
考
し
て
み
て
、
現
在
で
は
な
く
将
来
的
に
怠
け
心
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
だ
。
ま
た
ひ
ね
く
れ
た
小
人
が
絶
対
に
好
き
勝
手

に
「
旧
来
の
儀
礼
を
勝
手
に
改
め
た
の
は
心
に
怠
惰
が
生
じ
た
か
ら
だ
」
と
指
さ
し
て
く
る
の
が
心
配
だ
。
こ
の
件
を
礼
部
・
翰
林
院
に
下
し
て
、
礼
科
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を
交
え
て
会
議
さ
せ
た
後
、
卿
に
ま
た
そ
の
可
否
を
相
談
し
て
、
そ
の
あ
と
に
内
閣
に
命
令
し
て
実
行
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ま
た
勅
文
に
て
会
議
を
命
じ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
世
宗
は
礼
部
・
翰
林
院
・
礼
科
に
よ
る
会
議
を
経
て
か
ら
改
め
て
実
行
に
移
し
た
い
と
希
望
し
た
。
だ
が
、
張
聰
は
「
天
子
で
な
け
れ
ば
礼

　
　
　
　
　
　
⑳

を
議
論
し
ま
せ
ん
。
ま
し
て
過
剰
な
儀
礼
を
昔
の
ま
ま
行
い
続
け
、
そ
の
ま
ま
陛
下
の
お
体
を
い
た
ず
ら
に
疲
れ
さ
せ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

君
主
を
愛
す
る
心
の
な
い
者
は
臣
下
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
実
に
礼
に
合
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
従
わ
ず
に
異
議
を
唱
え
る
こ

と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ど
う
か
早
々
に
内
閣
に
野
羊
の
起
草
を
ご
命
令
く
だ
さ
い
」
と
朝
廷
で
内
殿
儀
礼
を
議
論
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

急
に
勅
文
を
下
す
こ
と
を
勧
め
た
。
ま
た
、
揚
一
清
も
病
床
か
ら
張
聰
の
提
案
に
全
面
同
意
す
る
旨
の
密
疏
を
奉
り
、
そ
の
中
で
も
た
だ
世
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
張
聰
の
提
案
を
採
用
す
る
こ
と
だ
け
を
漸
う
て
お
り
、
会
議
に
か
け
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
世
業
は
最
終
的
に
は
張
替
の
意
見
を
半
ば
取

り
入
れ
、
礼
部
ら
の
会
議
に
は
か
け
ず
、
代
わ
り
に
楊
一
清
・
金
髪
に
上
奏
文
に
よ
る
提
案
を
行
わ
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
不
諸
礼
経
之
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

人
（
礼
を
理
解
し
て
い
な
い
小
人
）
」
の
異
議
を
防
ご
う
と
考
え
た
。

　
そ
の
間
、
恩
讐
が
内
殿
儀
礼
改
定
に
関
わ
る
世
尊
の
上
諭
や
自
身
の
返
奏
を
霊
爾
に
見
せ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
震
覇
は
二
十
五
日
の

未
刻
に
張
聰
の
家
を
訪
ね
て
き
て
、
世
宗
の
健
康
を
管
理
で
き
て
い
な
い
内
閣
の
対
応
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
。
張
聰
は
震
翰
を
な
だ
め
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

め
、
内
密
に
せ
よ
と
の
言
い
つ
け
を
与
え
て
世
宗
と
の
や
り
と
り
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
覆
輻
は
わ
ざ
わ
ざ
張
聰
の
言
い
つ
け
を
引
用
し
た
う

え
で
内
殿
儀
礼
改
定
を
廷
議
に
か
け
る
こ
と
を
願
う
上
奏
文
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
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臣
は
昨
日
、
大
学
士
張
聰
に
会
っ
て
こ
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
張
聰
は
「
わ
た
し
は
す
で
に
申
し
上
げ
た
」
と
言
い
、
原
稿
二
冊
と
御
札
二
枚
を

取
り
出
し
、
「
聖
主
の
秘
密
の
言
葉
で
、
輔
臣
が
軽
々
し
く
人
に
見
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
軽
々
し
く
洩
ら
す
の
で
は
な
い
そ
」
と
斎
い
ま
し
た
。

臣
は
御
札
を
拝
読
し
て
や
っ
と
陛
下
の
宮
中
で
の
勤
労
ぶ
り
が
外
廷
の
群
臣
の
十
倍
ほ
ど
だ
と
知
り
ま
し
た
。
…
…
臣
が
見
た
張
聰
の
上
奏
は
ど
れ
も
輔

臣
と
し
て
あ
る
べ
き
も
の
を
満
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
上
奏
を
留
中
に
し
て
外
部
の
臣
下
に
見
せ
な
い
の
は
、
小
節
の
嫌
い
が
あ
る
よ
う
で
大
中
を
示
す



方
法
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
…
…
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
輔
臣
に
命
じ
て
九
卿
を
集
め
て
日
常
の
儀
礼
を
議
定
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

后
へ
の
拝
謁
、
祖
廟
の
参
拝
、
忌
辰
の
祭
礼
の
行
う
べ
き
時
期
や
行
う
べ
き
儀
礼
を
す
べ
て
法
典
と
し
て
お
定
め
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
両
皇
太

慕靖六年年宋の内殿儀礼改定（岩本）

　
震
輪
は
上
奏
文
の
中
で
張
聰
を
賞
賛
し
て
お
り
、
こ
の
上
奏
文
の
目
的
は
盟
友
張
聰
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
内
殿
儀
礼
改
定
の
応
援
で
あ

っ
た
。
し
か
し
先
述
の
通
り
、
楊
一
清
と
張
聰
は
朝
廷
で
の
会
議
に
否
定
的
で
あ
り
、
結
局
こ
の
二
人
の
意
向
に
よ
っ
て
こ
の
上
奏
文
は
留
中

に
さ
れ
闇
に
葬
ら
れ
た
。

多
少
の
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
つ
い
に
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
九
日
、
内
閣
大
学
士
楊
一
清
ら
が
内
殿
儀
礼
改
定
の
提
案
を
上
奏
し

た
。
楊
一
清
名
義
で
出
さ
れ
た
上
奏
文
の
内
容
は
、
催
事
の
二
十
六
日
半
の
建
議
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
用
宗
は
こ
の
上
奏
に
対
し

　
　
　
　
　
　
⑰

て
裁
可
を
与
え
た
。

　
上
記
の
改
定
の
過
程
で
興
味
深
い
の
は
、
皇
帝
が
官
僚
に
会
議
さ
せ
る
こ
と
を
望
み
、
内
閣
は
そ
れ
に
賛
同
せ
ず
、
両
者
が
妥
協
し
て
内
閣

に
よ
る
提
案
と
い
う
形
式
に
落
ち
着
い
た
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
が
会
議
開
催
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
推
測
で

き
る
。
一
つ
に
は
、
会
議
を
開
け
ば
必
ず
反
対
意
見
が
出
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、
内
殿
の
儀
礼
は
確
か
に
『
大
明
会
典
』
に
施
行

細
則
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
皇
帝
が
内
殿
を
毎
日
参
拝
す
る
の
は
明
朝
の
君
臣
の
間
で
常
識
に
属
し
た
。
そ
れ
を
廃
止
す
る

な
ど
の
一
連
の
皇
帝
の
労
力
節
約
の
た
め
の
改
定
に
批
判
が
出
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
こ
の
内
殿
儀
礼
改

定
を
批
判
し
た
人
物
が
い
る
。
大
礼
の
議
で
世
宗
の
怒
り
を
買
っ
て
最
終
的
に
辺
境
に
流
さ
れ
た
夏
良
勝
で
あ
る
。
彼
は
太
宗
が
毎
朝
の
内
殿

参
拝
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
故
事
を
賞
賛
す
る
一
方
で
、
嘉
靖
六
年
半
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
を
建
議
し
た
人
物
を
く
さ
し
た
。
会
議
を
開
け
ば

「
読
頑
小
人
（
ひ
ね
く
れ
た
小
人
）
」
は
孟
宗
の
意
向
を
諌
止
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
世
篭
の
暴
走
を
と
め
な
い
内
閣
に
も
批
判
の
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

先
を
向
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
楊
一
清
と
張
聰
は
会
議
を
開
い
て
み
す
み
す
朝
廷
の
混
乱
を
招
き
、
さ
ら
に
は
自
身
が
批
判
の
的
に
な
る
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
楊
一
清
と
張
聰
の
二
人
は
前
述
の
通
り
、
黙
認
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
今
の
地
位
を
手
に
し
た
。
厳
寒
の
中
で
の
内
殿
参
拝
に
不
平

を
託
つ
世
宗
の
歓
心
を
買
う
た
め
に
、
喧
々
着
々
の
議
論
が
予
想
さ
れ
る
会
議
を
経
ず
に
、
世
評
の
独
断
に
よ
る
早
急
の
改
定
を
勧
め
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
彼
ら
は
翌
嘉
靖
七
年
一
月
に
も
世
宗
の
健
康
を
守
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
改
定
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
少
な
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
英
宗
以
来
行
わ
れ
て
き
た
毎
朝
の
拝
天
儀
礼
を
と
り
や
め
た
い
と
す
る
世
宗
の
意
向
に
対
し
て
、
二
人
は
諸
手
を
挙
げ
て
賛
同
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

皇
帝
の
御
座
の
位
置
を
後
ろ
に
下
げ
て
、
風
に
さ
ら
さ
れ
に
く
く
し
た
。
世
才
の
健
康
を
守
る
た
め
、
言
い
換
え
れ
ば
世
宗
の
意
を
迎
え
る
た

め
に
あ
え
て
典
故
や
慣
習
を
無
視
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
か
っ
た
当
時
の
内
閣
の
姿
勢
も
う
か
が
え
る
。

　
以
上
が
内
閣
側
の
姿
勢
に
つ
い
て
の
推
察
で
あ
る
が
、
で
は
世
宗
側
の
思
考
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
世
宗
は
な
ぜ
独
断
と
い
う
形
式
を
忌
避

し
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
思
考
の
中
で
は
朝
廷
の
会
議
、
内
閣
の
提
案
、
皇
帝
の
独
断
な
ど
政
策
決
定
に
関
す
る
各
手
法
は
ど
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
①
明
代
の
内
閣
に
つ
い
て
の
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
こ
こ
で
は
古
典
的
な
　
⑧
一
中
宗
実
録
㎞
中
宗
二
十
三
年
十
月
戊
申
「
聖
節
使
振
興
元
回
自
京
師
。
上
引

　
　
研
究
と
し
て
山
本
（
一
九
六
八
）
、
雲
脚
樂
（
一
九
八
九
）
を
挙
げ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
見
干
宣
政
殿
、
問
皇
帝
視
事
。
効
元
日
、
「
朝
廷
別
無
他
事
、
但
興
献
皇
帝
加
号

　
②
㎎
明
史
㎞
巻
　
九
八
に
伝
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

事
、
前
則
議
論
不
一
、
相
為
角
立
。
張
型
・
桂
藩
鉱
主
定
議
、
既
加
薫
号
而
受
賀
、

　
③
『
明
倫
大
典
』
巻
六
正
徳
十
六
年
十
一
月
甲
戌
、
楊
一
清
噌
石
畳
文
稿
』
巻
　

金
欲
堅
固
提
議
、
加
罪
揚
白
和
、
又
多
斥
閣
老
、
以
此
朝
廷
漁
燈
角
立
也
。
且
正

　
　
＝
一
「
明
倫
大
典
後
序
扁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
則
不
得
見
之
、
乃
見
下
人
而
問
之
、
則
日
、
「
張
聰
為
二
閣
老
、
楊
一
清
以
旧

　
④
焦
紘
㎎
国
朝
慰
謝
録
㎞
巻
一
五
楊
～
清
歯
糞
禄
大
夫
露
国
少
保
兼
太
子
太
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
南
京
薄
謝
為
二
閣
老
、

　
礼
部
尚
書
武
英
禅
林
学
士
誤
想
傅
議
文
斎
甕
公
書
墓
誌
銘
扁
。

⑤
噸
明
史
』
巻
～
九
六
に
伝
が
あ
る
。

⑥
田
海
（
二
〇
〇
二
）
は
張
聰
を
明
代
最
高
の
改
革
者
と
顕
彰
す
る
が
、
～
面
的

　
に
す
ぎ
る
見
解
で
あ
る
。

⑦
内
閣
と
翰
林
院
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
本
（
一
九
六
八
）
、
城
井
（
～
九
八

　
五
）
、
阪
倉
（
二
〇
〇
〇
）
参
照
。
楊
一
清
自
身
も
自
ら
が
入
閣
す
る
に
適
当
な

　
経
歴
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
（
『
武
宗
実
録
』
巻
一
二
四
　
正

　
二
十
年
閏
四
月
癸
亥
）
。

　
老
為
｝
閣
老
。
張
聰
乃
新
進
年
少
之
人
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
八
仙
　
清

　
為
宗
主
、
凡
有
建
議
、
必
以
楊
一
清
為
雷
也
。
又
、
桂
夢
為
警
部
尚
書
、
尊
主
国

　
事
、
而
所
行
不
正
、
朝
廷
目
為
小
人
。
其
国
老
皆
托
早
引
去
」
云
。
然
ロ
ハ
聞
於
下

　
人
之
言
也
」
。
」

⑨
霧
覇
欄
潤
厘
文
集
』
巻
三
「
国
是
疏
」
門
聰
・
勢
毎
攻
許
楊
一
清
過
失
、
臣
復

　
戒
逐
日
、
「
爾
二
人
、
難
平
、
然
為
衆
所
嫉
。
楊
一
清
、
錐
有
過
、
然
為
衆
所
信
。

　
留
楊
一
清
在
上
、
以
係
衆
望
可
也
」
。
」

⑩
噛
世
宗
実
録
㎞
巻
八
一
嘉
言
六
年
十
月
甲
子
。
嘉
靖
年
間
の
密
諭
・
密
疏
の

　
運
用
に
つ
い
て
は
大
石
（
二
〇
〇
二
〉
、
王
鋼
（
二
〇
〇
五
）
、
王
土
（
二
〇
〇
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九
）
、
秦
博
（
二
〇
＝
二
）
と
い
う
先
行
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
史
料
中

　
の
ど
の
上
諭
・
上
奏
文
が
密
諭
・
密
蔵
に
あ
た
る
か
は
判
断
が
難
し
く
、
実
際
の

　
運
用
状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

⑪
　
楊
一
清
『
密
蒲
田
㎞
巻
耳
門
再
論
東
浦
筆
下
勅
奏
対
（
又
一
首
）
」
。

⑫
楊
一
清
咽
密
日
録
師
巻
五
「
再
論
軍
議
掌
詰
勅
奏
対
二
」
。

⑬
た
と
え
ば
張
手
『
諭
対
録
一
巻
四
臨
画
七
年
正
月
十
五
日
、
終
講
七
年
二
月

　
十
一
　
日
、
目
黒
　
嘉
靖
七
年
四
月
十
一
日
。

⑭
　
張
番
一
算
翠
玉
馳
巻
二
　
嘉
靖
六
年
十
月
二
十
冒
。

⑮
張
聰
魍
諭
対
録
』
巻
三
講
話
六
年
十
二
月
二
十
二
日
。
噌
南
宗
実
録
』
に
記

　
載
は
な
い
。

⑯
楊
一
清
『
口
重
録
㎞
巻
四
「
謝
恩
奏
賀
」
。
嘉
靖
七
年
十
二
月
と
の
附
記
が
あ

　
る
が
、
嘉
靖
六
年
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
世
宗
実
録
』
巻
八
三
　
嘉
靖

　
六
年
十
二
月
乙
丑
参
照
。

⑰
　
極
論
『
諭
腹
癒
㎞
二
三
　
嘉
節
六
年
十
二
月
二
十
二
日
。
以
下
の
『
諭
対
録
㎞

　
に
見
え
る
世
宗
と
張
聰
の
内
殿
儀
礼
改
定
に
敵
す
る
や
り
と
り
は
、
密
諭
・
密
疏

　
で
あ
る
か
は
さ
て
お
き
、
後
述
す
る
暴
悪
の
上
奏
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
朝
廷
に

　
は
非
公
開
の
轡
面
交
換
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑱
実
の
母
の
章
聖
皇
太
后
と
孝
宗
の
皇
后
の
昭
聖
皇
太
后
。

⑲
張
聰
『
諭
対
録
』
巻
三
要
素
六
年
十
二
月
二
十
三
日
「
素
面
沖
幼
魚
人
、
上

　
荷
皇
天
露
命
、
位
為
人
長
、
画
意
弱
暗
癌
化
、
不
能
上
肉
天
春
、
下
之
兆
民
、
乃

　
邊
寒
暑
壮
盛
之
期
、
不
能
確
保
其
体
、
遂
致
急
診
侵
予
、
驚
震
両
道
、
数
蒙
下
問
、

　
都
窪
卿
拳
拳
忠
愛
、
朕
切
魏
々
。
夫
朕
受
難
臥
林
、
其
心
不
敢
自
逸
、
一
遇
有
疾
、

　
政
朝
輯
日
、
三
繭
無
人
手
話
、
是
朕
影
面
慨
也
。
朕
恒
憂
其
儲
食
立
、
然
罰
難
在

　
二
十
之
年
、
但
斯
者
所
関
白
重
、
此
又
為
娩
而
抑
奪
。
盃
黙
視
朝
之
際
、
金
台
之

　
上
、
籏
下
山
風
、
毎
吹
折
子
体
、
而
難
答
応
各
衙
門
盛
事
聖
旨
官
。
又
北
方
比
南

　
地
太
冷
、
朕
生
長
南
州
、
故
不
禁
此
溝
口
。
又
常
病
其
媛
耳
楽
弓
無
膚
実
用
、
毎

　
日
於
三
山
行
礼
、
出
常
被
凍
、
其
両
耳
掛
成
瘡
。
」

⑳
『
世
宗
実
録
』
巻
八
三
嘉
靖
六
年
十
二
月
壬
申
。

⑳
　
張
聰
『
諭
対
置
㎞
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
四
日
「
国
富
太
宗
皇
帝
、
太

　
廟
時
享
、
未
足
展
孝
思
之
誠
、
復
於
宮
内
建
奉
先
殿
、
朝
夕
致
敬
、
朔
望
行
礼
、

　
時
節
献
新
、
忌
辰
致
祭
。
夫
朔
望
・
群
婚
新
町
忌
辰
、
躬
行
之
礼
、
誠
不
可
廃
。
聞
、

　
先
時
毎
日
迫
田
焼
香
、
多
命
親
王
代
行
、
来
無
能
毎
日
母
野
謄
二
者
也
。
」
ち
な

　
み
に
世
宗
に
は
兄
弟
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
孝
宗
の
よ
う
に
弟
に
内
殿
儀
礼
を
代

　
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
㎎
忌
祭
或
問
』
「
間
者
日
、
「
此
旧
時
列
聖
、

　
錐
不
往
、
有
遣
親
王
代
拝
。
素
意
無
毘
弟
、
又
無
親
王
在
京
、
是
必
自
勉
之
」
。

　
吾
恵
雨
、
「
汝
二
王
這
一
日
、
這
幾
句
、
説
到
極
刑
。
今
彼
所
癩
者
、
正
以
吾
孤

　
幼
耳
。
…
…
」
。
」

⑫
　
巻
石
『
諭
対
顎
㎞
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
六
日
門
夫
太
宗
文
皇
帝
、
正

　
因
太
廟
在
外
、
不
便
朔
望
・
薦
進
・
忌
辰
行
礼
、
故
意
奉
先
勢
子
窟
内
、
以
従
簡

　
便
、
本
以
節
労
、
而
今
為
礼
反
以
致
労
、
何
也
。
」

⑬
　
　
州
石
膏
二
百
㎞
「
皇
明
旦
訓
序
」
門
凡
我
子
孫
、
欽
承
朕
命
、
無
作
聡
明
、
乱
我

　
已
成
之
法
、
一
字
不
可
改
易
。
扁

⑭
　
　
『
忌
祭
或
問
』
「
伏
観
七
里
皇
帝
垂
訓
日
、
「
後
世
子
孫
、
勿
作
聡
明
、
乱
我
成

　
法
」
。
吾
毎
読
鰯
雲
、
敢
不
揚
然
棟
催
。
但
奉
轟
轟
着
電
、
文
皇
帝
画
因
高
皇
帝

　
之
制
。
」

⑳
　
城
地
孝
氏
か
ら
、
世
宗
や
本
意
が
奉
先
殿
の
始
ま
り
を
太
宗
と
し
た
背
景
と
し

　
て
、
世
宗
が
自
身
と
同
様
に
藩
王
の
身
分
か
ら
皇
帝
に
な
っ
た
太
宗
を
算
崇
し
て

　
い
た
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
確
か
に
世
宗
の
太

　
宗
尊
崇
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
え
ば
新
宮
（
二
〇

　
〇
四
）
）
が
、
筆
者
は
世
宗
が
太
宗
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
か
に
つ
い

　
て
は
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

⑳
張
聰
『
諭
対
録
』
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
五
日
「
我
太
宗
時
、
始
建
奉

　
先
殿
、
当
時
止
五
廟
神
位
、
日
壷
皿
之
、
止
一
五
拝
。
今
時
也
、
九
廟
神
位
、
奉

　
慈
三
室
、
崇
先
親
廟
、
故
日
計
之
、
至
奉
先
殿
、
九
室
九
拝
、
出
由
円
鏡
、
至
奉

17　（373）



　
慈
殿
、
三
室
三
拝
、
又
復
川
過
東
饒
、
至
崇
先
殿
、
～
拝
、
所
掌
溢
者
六
姜
擦
、

　
所
行
十
三
拝
礼
、
日
中
如
是
。
半
途
節
令
祭
告
・
忌
辰
、
風
脚
計
三
十
四
拝
。
朕

　
素
嘉
穂
弱
、
羅
拝
畢
、
両
足
田
虫
軟
、
瑞
経
四
五
刻
、
或
有
日
出
朝
陞
座
、
言
語

　
園
田
。
自
朕
前
年
、
因
病
起
力
愈
弱
、
不
能
最
盛
、
凡
遇
忌
辰
綱
玉
、
減
去
十
拝
、

　
止
二
十
四
拝
、
毎
日
減
去
八
田
、
館
田
拝
、
蓋
不
得
巴
。
至
今
年
、
両
腿
愈
酸
、

　
疾
気
配
塞
、
同
日
前
小
鷺
、
不
能
自
半
裸
。
此
三
部
太
宗
時
無
此
許
多
、
祖
宗
時

　
亦
不
如
許
也
。
毎
亦
欲
翠
嵐
、
既
記
遺
墨
他
人
言
、
恐
構
体
知
也
。
今
田
可
再
思

　
可
否
、
密
与
一
悪
説
説
、
可
動
何
処
也
。
」

⑳
　
張
理
『
諭
対
録
』
揖
屋
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
六
日
。
改
定
の
概
略
は
①
朔

　
望
に
は
奉
先
鞭
・
奉
上
殿
で
は
殿
中
で
ま
と
め
て
拝
礼
し
、
各
神
位
に
い
ち
い
ち

　
拝
礼
し
な
い
、
②
三
新
は
①
に
準
じ
る
、
③
忌
辰
は
当
該
紳
位
の
前
だ
け
で
礼
を

　
行
い
、
皇
帝
の
忌
辰
に
は
皇
后
も
祀
る
が
、
皇
后
の
忌
辰
に
は
皇
帝
は
祀
ら
ず
、

　
ま
た
拝
礼
の
回
数
は
二
回
だ
け
に
す
る
、
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
『
世
宗
実
録
㎞

　
巻
八
三
　
嘉
瑞
六
年
十
二
月
壬
申
、
欄
諭
対
録
』
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十

　
九
日
に
あ
る
よ
う
に
、
④
忌
辰
に
は
衰
冤
を
用
い
な
い
、
と
い
う
規
定
も
加
わ
る
。

⑱
張
聰
噸
諭
対
録
㎞
巻
三
　
慕
靖
六
年
十
二
月
二
十
七
日
「
朕
復
思
之
、
今
之
図

　
也
、
深
恐
来
者
怠
陸
生
焉
、
非
為
雪
下
。
難
平
読
頑
小
人
騨
行
指
議
必
云
、
「
朕

　
檀
改
中
子
、
垣
生
怠
堕
」
。
欲
下
之
礼
部
・
翰
林
院
、
伍
参
以
薬
科
会
議
後
、
行

　
用
筆
与
卿
計
網
羅
否
、
然
後
日
内
閣
行
、
衡
諭
以
勅
号
会
議
。
」

⑲
　
こ
の
会
議
の
参
加
者
と
し
て
内
閣
員
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
夏

　
言
噸
桂
洲
衆
議
㎞
（
内
閣
文
庫
所
蔵
嘉
靖
二
十
年
序
田
汝
成
刊
本
）
巻
六
「
進
塁

　
望
祀
祈
嗣
儀
注
疏
」
「
先
該
大
学
士
李
時
季
題
、
…
…
奉
聖
旨
、
「
…
…
卿
等
往
詣

　
祈
告
、
仰
行
三
笠
干
太
廟
、
礼
部
会
翰
林
院
向
島
神
来
」
。
野
面
。
会
同
大
学
士

　
李
時
等
謹
議
、
…
…
」

⑳
　
　
『
申
庸
』
。
な
お
こ
の
門
非
天
子
不
議
礼
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
張
聰
が
大
礼

　
の
議
で
世
宗
を
支
持
す
る
最
初
の
上
奏
（
張
聰
『
太
師
張
文
忠
公
集
幅
跳
』
巻
一

　
「
正
典
礼
第
こ
）
で
使
用
し
て
以
来
、
し
ば
し
ば
世
宗
の
儀
礼
改
革
の
プ
ロ
パ

　
ガ
ン
ダ
と
し
て
使
わ
れ
る
。

⑳
　
張
三
碧
諭
漫
録
』
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
七
日
「
夫
王
天
子
不
議
礼
、

　
況
繁
文
過
当
之
礼
、
旧
相
胴
縁
、
量
伍
率
由
以
徒
労
聖
油
哉
。
夫
無
叢
叢
之
心
者
、

　
非
臣
子
也
。
此
実
礼
之
所
在
、
安
敢
不
運
而
復
有
異
議
乎
。
乞
早
諭
内
閣
撰
勅
。
」

⑳
楊
一
清
咽
密
諭
録
紬
巻
三
「
論
日
朝
三
内
殿
礼
儀
奏
対
」
。

⑳
張
聰
『
諭
対
録
』
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
一
一
月
二
十
八
日
「
又
承
聖
諭
、
「
欲
将

　
内
三
殿
行
礼
之
儀
、
宜
下
議
奏
施
行
、
里
謡
不
諸
礼
鎌
脚
小
人
殿
乱
」
、
宜
無
不

　
可
。
已
与
一
清
面
議
、
男
当
口
過
。
」
た
だ
し
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
世
宗

　
の
上
諭
の
内
容
は
『
十
二
録
瞼
収
録
の
二
十
八
B
以
前
の
上
諭
に
は
見
え
ず
、
二

　
十
九
日
付
の
上
諭
に
「
卿
可
算
楊
追
出
会
計
、
日
下
議
奏
施
行
、
庶
免
不
譜
礼
経

　
之
小
人
殿
乱
也
。
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
哩
諭
対
録
』
の
配
列
や
日
付
が
閉
違
っ

　
て
い
る
か
。

⑭
　
張
扇
『
諭
対
録
』
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
八
日
目

⑳
　
雀
輪
『
鯉
濃
文
集
睡
四
二
「
慎
保
聖
躬
疏
」
「
臣
昨
日
即
謁
大
学
士
張
聰
、
将

　
以
海
鞘
焉
。
下
山
日
、
「
聰
皮
歯
言
突
」
。
即
出
稿
二
摺
・
御
札
証
紙
日
、
「
聖
主

　
慎
密
之
言
、
輔
臣
下
敢
軽
量
干
人
者
、
勿
軽
泄
也
」
。
講
演
読
御
札
、
乃
知
陛
下

　
勤
労
子
内
者
、
蓋
十
倍
予
在
外
之
群
臣
也
。
…
…
臣
昨
夏
臣
聰
所
奏
、
倶
得
輔
臣

　
体
、
惟
奏
研
窮
申
、
不
昭
示
外
嫌
、
雪
仏
嫌
小
節
、
非
所
以
示
大
中
也
。
…
…
伏

　
惟
陛
下
、
勅
輔
臣
会
九
卿
定
議
常
儀
、
毎
日
謁
両
宮
、
謁
祖
廟
、
言
忌
祭
、
合
行

　
無
期
与
合
行
礼
節
、
倶
量
定
典
。
」
な
お
、
雀
聡
の
上
奏
文
は
内
殿
儀
礼
だ
け
で

　
は
な
く
後
継
問
題
に
も
触
れ
て
お
り
、
さ
な
が
ら
第
三
者
で
も
世
宗
の
張
聰
へ
の

　
愚
痴
の
内
容
の
大
筋
が
類
推
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⑳
　
張
聰
『
諭
対
録
』
巻
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
八
日
。
軽
愚
欄
潤
厘
文
集
㎞

　
収
録
の
上
奏
文
に
は
通
常
は
皇
帝
の
回
答
も
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
上
奏
文
に

　
は
な
い
。

⑰
　
　
咽
世
宗
実
録
㎞
巻
八
三
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
壬
申
。
こ
の
と
き
の
上
奏
は
『
皇

　
明
経
躯
幹
編
㎞
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
巻
コ
九
楊
一
清
「
楊
石
涼
佑
稲
扉
奏
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略
」
「
祭
礼
議
（
三
殿
祭
礼
）
」
）
。

魎
　
内
殿
儀
礼
改
定
の
過
程
で
張
聰
と
楊
一
清
は
内
殿
儀
礼
が
臣
下
に
知
ら
れ
て
い

　
な
い
た
め
皇
帝
の
過
労
状
態
を
放
置
し
て
し
ま
っ
た
と
歎
い
た
が
（
張
聰
『
諭
対

　
録
』
巻
帯
　
嘉
靖
六
年
十
二
月
二
十
六
日
）
、
こ
れ
は
改
定
の
た
め
の
方
便
で
あ

　
る
に
違
い
な
い
。

⑳
　
夏
良
勝
『
申
庸
術
義
』
巻
十
四
「
祖
宗
復
日
担
当
殿
子
宮
中
、
為
朝
夕
慶
謁
之

　
所
、
以
義
制
礼
者
也
。
故
文
皇
謂
、
「
難
目
迎
慈
、
自
力
疾
通
行
」
、
所
以
率
正
天

　
下
之
道
、
実
係
乎
此
。
或
者
早
牛
為
過
礼
、
而
建
節
労
従
省
之
曲
者
。
臣
則
聞
之
、

　
程
顯
日
、
「
人
子
於
親
、
無
過
分
之
事
。
凡
力
之
能
無
者
、
皆
所
当
然
也
」
、
又
日
、

　
「
人
主
一
日
、
接
賢
士
大
夫
之
時
多
、
親
宙
官
宮
妾
之
時
少
、
則
所
謂
節
労
」
。
」

⑳
　
霊
稻
も
阿
談
追
従
と
い
う
非
難
が
張
聰
に
対
し
て
起
こ
り
か
ね
な
い
と
予
想
し

　
て
い
る
。
震
輻
『
潤
麗
文
集
㎞
巻
二
「
慎
保
聖
躬
疏
偏
「
惟
紅
燈
儒
罠
、
凡
能
勧

　
其
君
以
早
起
、
壁
上
君
以
守
礼
、
即
日
忠
直
之
臣
、
未
有
敢
冥
捜
君
以
嬰
朝
、
勧

　
其
君
以
簡
礼
者
、
蓋
紅
雲
談
之
馬
丁
也
。
惟
丁
丁
避
雷
難
燃
、
亦
惟
陛
下
乃
可
開

　
此
言
、
侮
也
。
」

⑳
　
　
『
世
宗
実
録
㎞
巻
八
四
　
嘉
靖
七
年
正
月
辛
卯
、
張
聰
『
諭
鞍
鼻
隔
心
四
　
嘉

　
靖
七
年
正
月
十
五
日
、
十
九
日
。

⑫
張
瑠
噸
諭
漫
録
㎞
巻
四
　
嘉
靖
七
年
正
月
二
十
三
日
、
楊
一
清
噸
密
諭
録
踊
巻

　
二
「
論
明
倫
大
典
前
序
奏
対
」
。

三
　
世
宗
の
「
謁
謀
翁
同
」

（［

j
　
御
製
『
忌
祭
或
問
騙
の
執
筆

嘉靖六年年宋の内殿儀礼改定（岩本）

　
内
殿
儀
礼
改
定
に
は
噌
鷺
足
実
録
』
や
張
聰
ら
の
文
集
に
は
見
え
な
い
後
日
談
が
あ
る
。
そ
れ
が
御
製
『
忌
祭
或
問
臨
で
あ
る
。
『
世
宗
宝

訓
嚇
巻
四
　
正
中
心
中
・
廟
祀
の
嘉
靖
六
年
十
二
月
壬
申
の
項
に
は
実
録
記
載
の
内
殿
儀
礼
改
定
に
関
す
る
楊
一
清
ら
の
上
奏
と
世
宗
の
回
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
続
い
て
、
『
忌
祭
或
問
瞬
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
忌
祭
或
問
』
と
い
う
書
名
自
体
は
明
清
時
代
の
い
く
つ
か
の
書
目
に
見
え
る
が
、
管
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

及
ぶ
限
り
、
文
章
は
『
世
宗
宝
訓
』
に
し
か
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
世
宗
実
録
』
に
は
書
名
の
言
及
す
ら
な
い
。

　
　
『
豊
漁
或
問
晦
の
執
筆
時
期
は
、
文
中
で
張
聰
の
こ
と
を
「
張
尚
書
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
張
聰
が
少
保
の
散
官
を
賜
る
嘉
靖
七
年

　
　
　
　
③

一
月
十
日
以
前
と
推
測
さ
れ
る
。
『
忌
祭
或
問
馳
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
雪
祭
或
問
』
を
作
っ
た
の
は
、
朕
の
儀
礼
制
定
の
意
を
よ
せ
る
た
め
だ
。
…
：
最
近
内
閣
の
大
臣
と
詳
し
く
議
論
し
て
、
経
書
の
義
理
を
考
察
し
、
先
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祖
に
仕
え
る
礼
を
裁
定
し
た
が
、
邪
魔
す
る
奴
ら
に
出
く
わ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

朕
は
や
む
を
得
ず
弁
論
を
作
っ
て
邪
説
を
退
け
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
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内
殿
儀
礼
改
定
に
は
邪
魔
が
入
っ
て
い
た
。
『
忌
祭
或
問
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
聖
霊
は
皇
宗
の
忌
辰
（
一
月
三
日
）
を
前
に
し
て
、
新
た
に

改
定
し
た
儀
礼
次
第
を
宙
官
に
渡
し
て
予
行
演
習
を
行
わ
せ
た
。
し
か
し
、
演
習
終
了
後
、
宙
得
た
ち
が
そ
ろ
っ
て
世
宗
の
も
と
に
や
っ
て
来

て
、
「
百
年
以
来
今
日
ま
で
の
も
の
を
ど
う
し
て
変
え
る
の
で
す
か
」
と
疑
義
を
呈
し
た
。
盤
宗
は
亡
友
が
提
示
し
て
く
れ
た
理
論
的
根
拠
を

引
き
な
が
ら
、
す
で
に
内
閣
と
議
定
し
た
の
だ
か
ら
口
出
し
す
る
な
と
一
喝
し
た
。
あ
る
窟
官
が
「
以
前
の
儀
礼
も
内
閣
か
ら
の
も
の
で
す
」

と
食
い
下
が
っ
た
。
世
宗
は
、
儀
礼
は
太
祖
以
来
礼
部
の
管
轄
で
内
閣
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
今
ま
で
な
い
と
笑
っ
た
。
し
か
し
、
世
宗

は
里
預
た
ち
の
疑
問
を
抱
い
た
風
に
懸
念
を
覚
え
、
宣
宗
の
忌
辰
に
つ
い
て
は
従
来
の
儀
礼
で
行
う
こ
と
に
決
め
た
。
な
お
、
思
置
た
ち
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

対
の
原
因
は
、
忌
辰
の
拝
礼
の
数
を
減
ら
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
宙
官
に
よ
っ
て
内
殿
儀
礼
改
定
を
邪
魔
さ
れ
た
世
盛
は
鯛
忌
堅
甲
開
』
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
仮
想
質
問
に
答
え
て
、
今
回
の
改
定
の
正
当
性

を
訴
え
る
。
た
だ
、
世
宗
は
改
定
の
内
容
が
正
し
い
と
訴
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
正
し
い
手
続
き
に
の
っ
と
っ
て
改
定
し
よ
う
と
し
た
こ

と
も
強
調
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
世
宗
は
一
番
初
め
の
問
答
で
以
下
の
よ
う
に
内
殿
儀
礼
改
定
の
過
程
を
振
り
返
る
。

わ
た
し
は
こ
の
礼
が
煩
雑
す
ぎ
る
の
を
見
て
、
そ
の
儀
礼
を
記
録
し
て
、
内
閣
の
楊
少
師
と
張
尚
書
と
㏄
緒
に
議
論
し
た
。
彼
ら
二
人
は
こ
の
こ
と
を
聞

く
や
「
こ
の
礼
は
外
廷
に
は
知
ら
れ
ず
、
書
物
に
は
記
載
が
な
く
、
ご
裁
定
な
さ
る
べ
き
で
す
」
と
嘆
い
た
。
わ
た
し
は
さ
ら
に
楊
と
張
に
諮
問
し
、
彼

ら
は
ま
た
行
う
べ
き
儀
礼
を
検
討
し
て
進
呈
し
、
か
つ
「
ど
う
か
ご
心
配
な
く
ご
挙
行
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
わ
た
し
は
彼
ら
に
「
お
ま
え
た
ち
の
考

え
は
わ
か
っ
た
。
君
主
を
導
き
愛
す
る
心
を
見
る
の
に
十
分
だ
。
た
だ
、
経
義
に
つ
い
て
討
議
し
な
い
と
議
論
好
き
な
や
か
ら
が
異
議
を
唱
え
る
だ
ろ
う
。

君
子
を
惑
わ
す
に
は
不
足
だ
と
は
い
え
、
二
戸
ロ
は
舜
す
ら
薫
れ
て
い
た
。
礼
部
に
伝
え
て
翰
林
院
と
～
緒
に
議
定
さ
せ
れ
ば
、
や
つ
ら
も
黙
る
だ
ろ
う
」

と
回
答
し
た
。
彼
ら
二
人
は
ま
た
「
こ
の
礼
は
、
朝
廷
の
家
族
の
父
子
の
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
も
と
よ
り
外
廷
が
議
論
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ



ん
の
で
、
そ
う
な
さ
ら
ず
と
も
結
構
で
す
。
ご
決
断
く
だ
さ
い
」
と
上
奏
し
た
。
わ
た
し
は
さ
ら
に
「
卿
ら
の
気
持
ち
は
朕
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
悪

い
や
つ
ら
が
こ
の
こ
と
を
乱
し
て
、
餐
を
朕
に
帰
す
る
だ
ろ
う
こ
と
が
心
配
だ
。
こ
れ
は
気
に
し
な
く
て
い
い
と
は
い
え
、
礼
の
達
人
に
は
知
ら
れ
て
し

ま
う
。
卿
ら
が
上
奏
文
を
　
通
書
け
ば
そ
れ
で
よ
い
」
と
回
答
し
た
。
彼
ら
は
そ
こ
で
内
閣
の
同
宮
と
｝
緒
に
四
人
連
名
で
上
奏
し
、
す
で
に
該
当
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
転
送
し
て
知
ら
し
め
た
。
こ
れ
は
人
心
を
納
得
さ
せ
る
に
は
充
分
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ま
た
、
他
の
部
分
に
も
「
わ
た
し
は
す
で
に
二
人
に
何
回
も
諮
問
し
て
、
何
度
も
考
え
た
」
、
さ
ら
に
「
わ
た
し
は
何
度
も
二
人
に
「
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

会
議
を
経
て
か
ら
実
行
し
よ
う
」
と
実
っ
た
」
と
あ
り
、
世
宗
は
儀
礼
改
定
が
決
し
て
自
分
の
思
い
つ
き
で
は
な
く
内
閣
の
二
人
と
相
談
し
た

う
え
で
の
決
定
で
あ
り
、
し
か
も
自
身
は
会
議
を
望
ん
で
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
『
忌
祭
或
問
』
の
最
後
の
問
答
で
世
宗
は
「
黒
黒
混
同
」
の
理
念
を
引
用
し
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

嘉靖六年年末の内殿儀礼改定（岩本）

帝
王
が
何
か
す
る
時
、
必
ず
左
右
の
大
臣
に
諮
問
し
、
士
大
夫
や
庶
民
に
諮
問
し
、
そ
の
諮
問
に
対
し
皆
が
同
意
し
て
、
そ
れ
か
ら
実
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
分
～
人
の
勝
手
だ
け
で
よ
い
わ
け
が
な
い
。
昔
の
儒
者
は
「
天
子
で
な
け
れ
ば
礼
を
議
論
し
な
い
し
と
言
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
を
道
が
行
わ
れ

て
い
る
世
で
実
行
す
れ
ば
、
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
り
し
な
い
。
今
は
時
代
が
下
れ
ば
下
る
ほ
ど
道
も
か
す
か
に
な
っ
て
い
き
、
言
葉
巧
み
に
功
績
を
稼
ご

う
と
す
る
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
自
説
を
打
ち
立
て
て
お
り
、
天
子
は
馬
鹿
に
さ
れ
、
大
隠
は
陥
れ
ら
れ
、
士
大
夫
は
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、
庶
人
は
惑
わ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
人
が
ま
す
ま
す
忌
渾
な
く
邪
説
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
、
わ
た
し
は
慎
重
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
冒
頭
の
「
帝
王
有
事
、
必
需
及
左
右
大
臣
、

大
疑
、
謀
及
専
心
、
謀
及
卿
士
、
謀
及
庶
人
、

な
ら
、
お
ま
え
の
心
に
は
か
り
、
卿
士
に
は
か
り
、

持
番
卿
遡
及
庶
人
、
詞
謀
倉
同
、
然
後
可
行
脚
」
は
「
詞
謀
倉
同
」
と
『
書
』
洪
範
「
汝
則
有

謀
及
卜
笠
。
附
則
従
、
藩
論
、
笠
従
、
卿
士
従
、
庶
民
従
、
是
之
謂
大
同
（
大
き
な
疑
問
が
あ
る

庶
人
に
は
か
り
、
占
い
に
は
か
り
な
さ
い
。
自
分
も
占
い
も
卿
士
も
庶
民
も
一
緒
の
方
向
で
あ
れ
ば
、
こ
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⑩

れ
を
大
同
と
い
う
）
」
（
以
下
、
「
多
軸
郷
士
」
と
略
す
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
し
て
帝
王
た
る
も
の
「
一
己
之
私
（
自
分
一
人
だ
け
の
勝
手
）
」
だ
け

で
動
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
の
あ
と
に
『
中
庸
』
の
「
天
子
に
非
ざ
れ
ば
礼
を
議
せ
ず
」
を
現
在
の
よ
う
な
道
な
き
世
で
実
行
し
よ

う
と
す
る
と
小
人
が
ク
レ
ー
ム
（
識
議
）
や
邪
説
を
唱
え
る
た
め
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
結
ん
で
い
る
。

　
は
じ
め
に
で
紹
介
し
た
『
書
』
大
禺
誤
の
「
蟹
田
倉
同
」
条
、
そ
し
て
『
書
』
洪
図
の
「
罫
引
卿
士
」
条
、
い
ず
れ
も
そ
の
前
提
条
件
と
し

て
「
朕
志
鳥
篭
」
と
「
謀
及
腰
心
」
が
あ
る
。
爵
号
の
場
で
官
僚
が
「
訥
謀
愈
同
」
を
唱
え
る
と
き
、
そ
の
「
朕
志
」
は
「
た
だ
ひ
と
つ
の
選

択
肢
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
帯
が
想
定
す
る
「
朕
志
」
や
「
浮
心
」
と
は
ま
さ
し
く
世
宗
の
意
志
で
あ
り
、
世
事
の
心
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
「
た
だ
ひ
と
つ
の
選
択
肢
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
忌
祭
或
問
』
の
文
章
中
に
は
「
朕
志
」
や
「
聖
心
」
と
い
う
表
現

は
な
い
が
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
「
訥
謀
倉
同
」
・
「
普
及
卿
士
」
と
い
う
理
念
に
は
前
提
条
件
と
し
て
世
宗
の
意
向
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
見

て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
『
忌
詞
或
問
』
の
結
び
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
意
向
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
詞
謀
修
訂
」
を
実
行
し
て

＝
己
之
私
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
『
聖
祭
或
問
』
の
結
び
の
こ
の
文
章
は
内
殿
儀
礼
改

定
の
手
続
き
の
正
当
性
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
世
宗
の
政
策
決
定
の
正
当
性
に
関
す
る
認
識
の
表
出
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
　
世
宗
に
よ
る
コ
詞
謀
金
同
」
の
実
践

　
世
宗
は
『
忌
祭
或
問
』
の
結
び
の
申
で
「
天
子
に
非
ざ
れ
ば
礼
を
議
せ
ず
」
の
実
行
、
つ
ま
り
皇
帝
が
独
断
で
物
事
を
進
め
る
と
い
た
ず
ら

に
「
甲
羅
」
を
招
い
て
し
ま
う
現
在
の
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
宙
官
た
ち
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
こ
そ
が
『
忌
祭
或
問
』
執
筆
の
原
動

力
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
内
殿
儀
礼
改
定
の
過
程
を
見
れ
ば
、
世
宗
は
「
読
頑
小
人
」
あ
る
い
は
「
好
辮
之
徒
（
議
論
好
き
な
や
か
ら
）
」
か
ら

の
批
判
を
恐
れ
て
会
議
の
開
催
を
黄
銅
に
打
診
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
象
か
ら
世
篭
は
自
ら
の
意
向
に
異
議
が
呈
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
異
議
が
呈
さ
れ
る
こ
と
を
世
宗
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
嘉
靖
六
年
十
月
に
孟
宗
が
父
の
陵
墓
の
前
に
建
て
た

　
　
　
　
　
⑪

御
製
顕
陵
碑
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
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無
料
（
武
宗
）
が
崩
御
し
、
遺
詔
は
太
祖
の
「
兄
が
死
ね
ば
弟
が
継
ぐ
」
の
訓
に
則
っ
て
朕
に
大
統
を
つ
ぐ
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
と
き
、
礼
部
に
し
か

る
べ
き
称
号
な
ど
の
議
論
を
命
じ
た
が
、
な
ん
と
古
の
や
り
か
た
に
固
執
し
て
、
非
礼
を
根
拠
と
し
、
朕
の
幼
さ
に
つ
け
こ
み
、
人
倫
の
秩
序
は
失
わ
れ
、

道
理
は
曖
昧
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
。
お
お
い
な
る
天
の
推
察
と
祖
宗
の
助
け
を
い
た
だ
き
、
す
ぐ
れ
た
臣
下
を
賜
り
、
大
礼
の
議
が
起
き
、
婚
人
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
争
う
の
を
や
め
、
衆
議
は
終
息
し
た
。

嘉靖六年年末の内殿儀礼改定（岩本）

こ
の
碑
文
は
世
宗
サ
イ
ド
に
よ
る
大
礼
の
議
の
勝
利
宣
言
で
あ
り
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
事
実
と
い
う
よ
り
世
宗
の
認
識
で
あ
る
。
世
宗
は

自
ら
に
対
す
る
異
議
が
消
滅
し
た
こ
と
を
問
題
の
解
決
と
と
ら
え
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
異
議
が
呈
さ
れ
る
状
態
は
ゴ
ー
ル
と
し
て
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
世
宗
は
大
礼
の
議
の
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て
異
議
を
消
滅
さ
せ
た
の
か
。
一
般
に
想
起
さ
れ
る
の
は
耳
順
門
事
件
の
弾
圧
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
実
力
行
使
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
世
宗
の
建
前
と
し
て
の
認
識
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
際
に
役
立
つ
の
が
『
大
礼
集
電
』
（
嘉

靖
四
年
）
や
『
明
倫
大
典
』
（
嘉
靖
七
年
）
と
い
っ
た
勅
命
に
て
編
纂
さ
れ
た
大
礼
の
議
に
関
す
る
書
物
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
嘉
靖
三
年

九
月
に
世
宗
は
念
願
を
か
な
え
て
実
の
父
母
を
父
母
と
定
め
た
が
、
形
式
と
し
て
は
五
宗
の
独
断
で
は
な
く
礼
部
主
宰
の
廷
議
に
出
席
し
た
文

武
大
臣
の
提
言
を
世
宗
が
認
可
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
明
倫
大
典
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
廷
議
に
お
い
て
も
吏
部
侍
郎
注
偉
ら
は
世
宗
の

意
向
に
従
う
こ
と
を
潔
と
せ
ず
、
「
両
石
」
す
な
わ
ち
賛
成
意
見
と
反
対
意
見
を
両
論
併
記
し
て
上
奏
し
、
世
宗
の
採
決
を
仰
ぐ
こ
と
を
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
た
。
涯
偉
の
主
張
に
対
し
、
張
聰
は
「
理
は
一
つ
な
の
に
ど
う
し
て
両
論
併
記
す
る
の
か
」
と
反
論
し
、
畜
殺
の
全
会
一
致
を
導
い
た
。

『
大
礼
集
議
隔
巻
二
に
は
こ
の
と
き
の
礼
部
に
よ
る
廷
議
結
果
の
上
奏
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
賛
同
者
と
し
て
文
武
大
臣
の
名
前

が
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
廷
議
の
上
奏
内
容
や
張
聰
の
反
論
な
ど
は
世
上
の
願
望
実
現
を
飾
り
た
て
る
た
め
の
演
出
に
す
ぎ
な

い
。
と
は
い
え
、
廷
議
に
よ
る
全
会
一
致
の
提
言
と
い
う
仕
掛
け
が
あ
っ
て
初
め
て
世
宗
は
自
ら
の
念
願
を
か
な
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
世
宗
は
「
倉
同
」
に
よ
っ
て
異
議
が
呈
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
で
大
礼
の
議
に
勝
利
し
た
の
で
あ
る
。
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皇
帝
に
よ
る
「
詞
謀
留
置
」
の
実
践
の
一
つ
が
大
礼
の
議
の
決
着
の
際
の
よ
う
な
普
天
で
あ
る
。
当
時
の
君
臣
間
に
お
い
て
は
、
廷
議
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
公
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
「
公
」
の
対
概
念
は
糾
う
ま
で
も
な
く
「
私
」
で
あ
る
。
朱
蕪
が
「
中
庸
章
句
序
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
天
理
の
公
」
と
「
人
影
の
私
」
を
対
照
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
近
世
に
お
い
て
「
公
」
は
「
理
」
と
、
「
私
」
は
「
欲
」
と
結
び
つ
い

　
　
⑯

て
い
た
。
「
公
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
理
」
を
体
現
し
た
廷
議
は
皇
帝
の
意
志
が
「
私
」
で
は
な
い
、
つ
ま
り
「
欲
」
（
1
1
「
恣
意
」
）
で
は
な

い
と
い
う
お
墨
付
き
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
世
譜
が
廷
議
の
「
公
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
の
一
例
を
あ
げ
る
。
嘉
島
十
四
年
（
一
五
三
五
）
、
武
宗
の
皇
后
の
識
号
を
め
ぐ
っ
て

廷
議
が
開
か
れ
た
。
張
聰
ら
内
閣
員
は
誰
号
の
字
数
を
通
常
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
廷
議
で
は
反
対
意
見
が
呈
さ
れ
た
。
礼

部
尚
書
言
書
は
廷
議
を
受
け
て
、
吏
部
侍
郎
王
立
が
結
言
申
に
行
っ
た
「
詫
と
い
う
の
は
天
下
の
公
で
あ
り
、
天
子
が
勝
手
に
行
っ
て
よ
い
も

　
　
　
　
⑰

の
で
は
な
い
」
と
い
う
発
雷
を
引
用
し
つ
つ
通
常
の
字
数
に
す
る
方
が
よ
い
と
に
お
わ
せ
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
皇
宗
に
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

を
上
奏
し
た
。
そ
の
上
奏
に
対
し
、
世
宗
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
た
。
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お
ま
え
ら
礼
部
は
今
回
の
議
論
が
合
わ
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
径
雑
の
調
う
「
天
子
が
勝
手
に
行
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
の
に
尽
き
る
。
だ
か
ら

会
議
を
命
じ
て
公
道
を
尽
く
し
た
の
だ
。
お
ま
え
ら
は
よ
く
考
え
も
せ
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
是
非
を
言
い
争
っ
て
い
る
。
…
…
こ
こ
に
皇
捜
の
喪
に
遭
い
、

艘
に
仕
え
る
こ
と
母
に
仕
え
る
が
ご
と
し
な
ど
と
い
う
理
屈
が
人
道
に
あ
る
の
か
。
朕
が
自
尊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
わ
ん
や
両
太
后
が
上
に
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

っ
し
ゃ
り
、
昭
聖
皇
太
厨
の
母
の
道
が
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
う
。
再
度
会
議
を
開
い
て
意
見
を
　
つ
に
し
て
こ
い
。

世
宗
の
意
向
の
方
向
性
が
周
知
さ
れ
た
の
ち
、
次
の
廷
議
で
は
全
員
一
致
で
暫
定
的
に
字
数
を
減
ら
す
こ
と
を
提
言
し
た
。
そ
れ
に
対
し
世
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
、
議
論
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
と
し
て
通
常
の
半
数
の
六
文
字
の
謹
話
を
贈
る
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。
以
上
の
過
程
か
ら
は
世
宗
が
建
議

に
期
待
す
る
「
公
」
の
実
態
が
露
骨
に
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
廷
議
の
全
員
一
致
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
「
公
」
は
世
宗
の
「
私
」
を
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正
当
化
す
る
た
め
に
使
わ
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
聴
講
は
世
盛
の
「
恣
意
」
を
「
理
」
に
変
換
し
う
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
廷
議
に
よ
る
提
言
と
い
う
仕
掛
け
は
皇
帝
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
臣
下
側
の
武
器
に
も
な
り
え
た
。
大
礼
の
議
の
当
初
、
世
宗
側

の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
内
閣
首
輔
楊
十
和
が
自
分
に
逆
ら
っ
た
ら
斬
飛
に
処
す
る
と
脅
迫
し
て
全
会
一
致
で
世
宗
の
意
向
に
反
対
す
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

廷
議
を
作
り
上
げ
、
張
聰
の
同
郷
の
先
輩
で
あ
る
礼
部
侍
郎
王
讃
は
異
見
を
持
っ
て
い
た
た
め
左
遷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
前
述

し
た
と
お
り
嘉
靖
四
年
に
世
宗
は
父
を
太
廟
で
祀
ろ
う
と
し
て
断
念
し
た
が
、
倉
皇
の
全
会
…
致
の
反
対
を
受
け
た
世
宗
が
再
会
議
を
命
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

譲
歩
す
る
し
が
な
か
っ
た
こ
と
が
『
大
礼
集
議
蜘
に
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
下
穿
は
必
ず
し
も
皇
帝
の
思
い
通
り
に
進
む
と
も
眼
ら
ず
、
も
し
本
当
に
「
訥
鼠
食
同
」
を
体
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
大
礼
の
議

の
よ
う
に
数
年
も
の
月
日
を
費
や
す
こ
と
も
あ
る
。
厳
し
い
冬
の
寒
さ
の
中
、
煩
わ
し
い
内
殿
儀
礼
を
今
す
ぐ
ど
う
に
か
し
た
い
世
宗
に
と
っ

て
は
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
話
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
世
宗
に
は
内
閣
の
勧
め
る
よ
う
に
独
断
で
改
定
す
る
の
は
た
め
ら
わ
れ
た
。
皇
帝
の

独
断
は
「
護
頑
小
人
」
や
「
好
辮
之
徒
」
な
ど
か
ら
の
異
議
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
別
の
方
式
で
「
詞
謀
愈
同
」
を
行
い
異

議
を
防
ぐ
必
要
性
が
あ
る
。
そ
の
別
の
方
式
に
つ
い
て
示
唆
的
な
の
が
、
嘉
靖
九
年
の
孔
廟
従
祀
変
更
問
題
で
あ
る
。
孔
廟
改
制
に
と
も
な
い
、

孟
宗
は
従
妃
さ
れ
て
い
る
儒
者
の
顔
ぶ
れ
の
改
編
も
目
論
む
が
、
そ
の
前
に
竜
野
に
書
面
を
送
り
、
「
論
争
の
発
端
と
な
る
の
が
心
配
だ
か
ら
、

二
三
人
の
臣
下
の
賛
成
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
朕
は
桂
薯
（
内
閣
大
学
士
）
・
李
時
（
礼
部
尚
書
）
・
夏
書
（
吏
科
都
給
事
中
）
に
問
い
合
わ
せ
た
い

と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
事
業
（
も
含
む
の
）
は
最
近
、
儀
礼
に
つ
い
て
言
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
ま
た
は
太
祖
の
位
牌
の
前
で
占
い
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
、
吉
が
出
た
ら
改
定
に
尽
力
し
た
い
。
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
卿
に
相
談
す
る
」
と
相
談
し
た
。
他
筆
は
早
落
の
意
向
が
「
謀
及
卜
笠
及
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

士
」
で
あ
る
と
し
て
絶
賛
し
た
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
、
自
ら
の
意
向
へ
の
賛
同
が
見
込
ま
れ
る
臣
下
に
相
談
し
、
彼
ら
の
賛
成
を
得
る
こ
と

で
論
争
を
防
ご
う
と
世
宗
が
考
え
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
「
謀
及
」
の
実
践
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

世
宗
が
内
殿
儀
礼
改
定
に
お
い
て
当
初
望
ん
だ
よ
う
な
礼
部
・
翰
林
院
・
礼
科
の
会
議
の
開
催
や
実
際
に
行
わ
れ
た
内
閣
に
諮
問
し
て
提
案
さ

せ
る
こ
と
も
同
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
も
世
宗
に
と
っ
て
の
「
詞
謀
余
同
」
の
実
践
な
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
世
宗
の
行
う
「
詞
謀
愈
同
」
と
は
具
体
的
に
は
、
愚
論
と
い
う
大
規
模
な
も
の
か
ら
関
係
官
僚
の
会
議
、
さ

ら
に
は
内
閣
と
密
議
し
て
提
案
さ
せ
る
と
い
う
半
ば
非
公
式
の
も
の
ま
で
い
く
つ
か
の
手
段
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
徴
宗
は
任
意
の
形
式

で
臣
下
に
諮
問
し
（
「
詞
華
」
）
、
彼
ら
の
賛
成
を
得
る
（
「
余
同
」
）
こ
と
で
自
ら
の
意
向
の
正
当
性
が
証
明
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。

①
実
際
の
蔵
書
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
の
は
孫
能
伝
隅
内
閣
蔵
書
目
録
輪
巻
一
聖

　
製
部
だ
け
と
思
わ
れ
る
。

②
世
羅
は
或
問
と
い
う
形
式
で
他
に
『
火
曜
或
問
』
や
『
明
堂
或
問
㎞
を
著
し
て

　
い
る
（
『
世
宗
実
録
㎏
巻
＝
＝
　
嘉
靖
十
年
正
月
辛
亥
、
『
世
宗
実
録
㎞
巻
二
｝

　
三
　
嘉
靖
十
七
年
六
月
丙
辰
）
。
こ
の
二
つ
の
御
製
或
問
は
『
勅
議
或
問
㎞
や

　
欄
炭
章
集
㎞
な
ど
の
書
物
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

③
噛
世
宗
実
録
㎞
巻
八
四
嘉
靖
七
年
正
月
癸
来
。

④
欄
忌
祭
或
問
』
「
忌
祭
詩
思
之
作
者
、
以
寓
朕
制
礼
之
意
也
。
…
…
近
因
与
内

　
閣
輔
謡
講
議
博
考
、
稽
訂
経
義
、
裁
為
奉
先
之
礼
、
中
値
阻
滞
之
徒
、
朕
不
得
不

　
親
為
軽
愚
、
以
關
邪
説
。
」

⑤
隅
忌
祭
或
問
輪
「
間
者
日
、
讐
既
如
露
、
今
日
列
祖
忌
日
之
祭
、
何
不
将
礼
儀
歴

　
正
之
行
実
」
。
吾
畑
田
、
「
勝
目
、
此
正
室
破
礼
欝
欝
、
阻
挑
龍
眼
。
薄
恥
因
斯
礼

　
之
改
、
特
出
其
儀
、
星
影
司
礼
監
太
監
臨
調
諭
云
、
「
爾
等
量
膿
漏
該
嘉
事
者
、

　
前
里
要
具
」
。
患
無
理
、
持
儀
退
、
復
意
識
云
、
「
早
奉
伝
書
、
慣
親
祝
文
未
降
」
。

　
吾
答
日
、
「
祝
詞
、
吾
已
親
撰
、
付
内
閣
看
潤
去
美
。
待
写
来
、
麹
室
去
」
。
忠
退
、

　
少
刻
而
張
佐
等
八
人
皆
至
奏
云
、
「
礼
儀
已
習
之
。
豊
門
不
可
百
年
以
来
至
於
今

　
日
、
胡
為
之
更
改
也
」
。
吾
聞
此
言
、
即
知
其
倶
異
議
以
惑
人
也
、
遂
答
之
日
、

　
「
我
祖
宗
朝
内
殿
之
儀
、
見
今
開
黒
蜜
典
。
『
記
』
云
、
「
祭
不
渡
数
、
数
則
煩
、

　
濫
悪
不
敬
、
祭
不
欲
疏
、
楽
楽
怠
、
怠
則
忘
」
。
況
一
書
』
云
、
門
与
治
同
道
、
岡

　
不
興
」
。
因
時
損
益
、
吾
已
与
内
閣
大
臣
議
定
、
爾
等
量
有
此
様
乎
。
是
必
彰
君

　
経
過
、
旧
業
実
煩
」
。
温
祥
云
、
「
旧
儀
亦
是
内
閣
来
世
」
。
吾
笑
之
、
門
我
太
祖
設

　
六
部
内
、
礼
部
所
司
者
、
一
応
礼
儀
、
皆
係
掌
之
。
太
宗
設
内
閣
、
以
為
備
顧
問
、

　
専
輔
導
、
未
明
礼
儀
出
於
内
閣
也
」
。
鞄
忠
云
、
「
只
照
聖
意
行
之
可
也
」
。
吾
遂

　
呼
其
名
日
、
「
汝
一
人
見
従
、
是
必
知
礼
也
。
不
必
再
論
。
明
日
還
郷
旧
行
、
待

　
吾
別
処
」
。
謡
曲
退
。
実
務
此
面
携
信
仰
」
。
…
…
間
者
日
、
「
彼
所
執
奏
、
不
過

　
止
為
事
四
拝
塵
不
拝
余
市
故
、
非
別
丁
也
」
。
」

⑥
　
　
『
忌
祭
或
問
㎞
「
吾
廻
田
見
向
礼
太
煩
、
謡
言
其
儀
、
以
与
輔
翼
四
二
師
・
張

　
尚
書
議
。
彼
二
臣
一
聞
之
、
嘆
日
、
「
斯
礼
外
庭
不
聞
、
制
野
原
無
艦
載
、
当
要

　
裁
定
之
」
。
吾
又
諮
八
葉
・
張
二
臣
、
彼
復
考
議
当
行
礼
儀
、
突
具
呈
進
、
且
日
、

　
門
願
不
必
煙
幕
、
行
脚
可
也
扁
。
吾
又
答
論
難
、
「
爾
等
所
参
酌
之
議
、
吾
巳
知
之
、

　
足
見
補
導
愛
君
之
意
。
但
恐
空
薫
経
義
、
好
辮
之
徒
、
将
為
異
議
。
難
不
足
以
惑

　
霜
子
、
而
護
譜
之
言
、
大
舜
尚
亦
儂
之
。
可
下
之
礼
部
、
会
翰
林
院
、
参
詳
議
擬

　
来
行
、
羅
漢
他
塑
無
言
　
」
。
二
照
復
奏
田
、
「
薬
礼
也
、
乃
朝
廷
家
人
父
子
之
間

　
所
行
、
原
非
外
庭
所
導
流
、
不
必
如
是
、
竪
町
之
可
也
」
。
習
又
答
之
日
、
「
卿
等

　
之
意
、
朕
圃
知
　
。
立
涌
好
編
之
徒
、
破
乱
我
事
、
将
帰
過
於
朕
。
此
錐
不
足
計

　
較
、
達
礼
者
必
知
之
。
須
笹
葉
具
一
山
来
可
也
扁
。
彼
遂
与
同
官
四
悪
具
奏
、
巴

　
下
駄
部
知
之
、
具
足
逼
塞
人
心
也
。
」

⑦
㎎
忌
祭
或
問
』
「
吾
已
与
二
臣
問
三
又
問
、
慮
而
又
慮
。
扁

⑧
魍
糊
塗
或
問
』
「
吾
嬬
三
与
二
臣
雷
、
「
是
必
一
会
議
、
然
後
薄
行
」
。
」

⑨
㎎
忌
祭
或
問
』
「
帝
王
有
事
、
必
訥
及
左
右
大
臣
、
訥
及
諸
士
及
庶
人
、
詞
謀

　
盲
評
、
然
後
善
行
也
、
堂
止
｝
己
之
私
乎
。
先
儒
云
、
「
非
天
子
評
議
礼
」
、
斯
言

　
也
、
施
之
大
道
厭
世
、
未
敢
有
業
腰
明
。
今
之
世
愈
降
而
道
愈
微
、
好
巧
喜
功
之

　
人
、
各
主
一
途
、
所
以
天
子
被
其
敵
、
大
臣
月
忌
畿
、
卿
士
被
其
制
、
庶
入
被
其
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惑
。
此
等
小
人
、
三
無
忌
繹
、
難
張
邪
説
、
故
吾
敬
慎
之
也
。
」

⑩
こ
の
二
つ
の
概
念
を
組
み
合
わ
せ
る
考
え
方
は
決
し
て
珍
し
く
な
く
、
す
で
に

　
孔
安
国
の
伝
や
孔
頴
達
の
疏
に
も
見
ら
れ
る
（
魍
尚
轡
注
疏
㎞
四
三
）
。

⑪
『
世
宗
実
録
』
巻
繊
二
嘉
靖
六
年
十
一
月
丁
半
に
よ
れ
ば
、
こ
の
碑
文
の
文

　
章
は
内
閣
に
よ
る
難
壁
を
経
て
い
る
。

⑫
『
明
倫
大
典
』
巻
＝
二
慕
靖
六
年
十
月
庚
申
「
我
皇
里
謡
御
上
升
、
避
詔
遵

　
我
太
祖
高
皇
帝
、
兄
終
弟
及
聖
訓
、
下
命
朕
入
承
大
統
。
当
是
之
時
、
即
命
礼
官
、

　
議
黒
黒
行
称
号
等
量
事
宜
、
乃
墨
差
美
文
、
援
拠
非
礼
、
欺
蟻
掛
年
、
幾
於
倫
叙

　
失
序
、
湿
土
壁
芯
。
荷
皇
天
垂
鑑
、
祖
宗
佑
啓
、
錫
予
良
臣
、
二
軍
大
礼
、
群
邪

　
解
争
、
衆
議
頓
患
。
」

⑬
『
明
倫
大
典
』
巻
一
七
嘉
靖
三
年
九
月
豊
川
「
礼
部
会
議
。
席
書
日
、
「
遵

　
祖
訓
、
按
礼
経
、
皇
上
実
入
継
大
統
、
非
学
人
後
」
。
初
無
琶
者
。
臣
箏
臼
、
「
知

　
不
言
、
言
不
尽
、
皆
欺
」
。
臣
理
諦
武
豊
皇
帝
遺
詔
日
、
「
「
倫
序
当
立
、
嗣
皇
帝

　
位
」
。
是
継
皇
宗
統
、
非
為
孝
宗
嗣
也
。
初
、
楊
廷
和
製
議
、
挙
朝
附
和
、
遂
壊

　
万
世
綱
常
」
。
注
嘉
日
、
「
改
礼
恐
失
天
下
人
心
」
。
匝
油
日
、
「
皇
上
為
天
下
振
綱

　
常
、
侵
害
人
心
」
。
鄭
岳
日
、
「
鼻
詰
恐
失
闘
詩
歓
心
、
皇
上
顕
名
」
。
臣
蓼
日
、

　
「
此
非
間
語
也
扁
。
徐
文
華
日
、
「
今
改
称
孝
宗
皇
伯
考
、
恐
古
天
子
廟
中
無
此

　
称
」
。
臣
聰
日
、
「
唐
玄
宗
称
中
宗
為
皇
伯
考
、
宋
真
宗
称
太
祖
為
皇
伯
考
、
焉
古

　
廟
中
無
此
称
乎
」
。
金
歯
民
田
、
「
朝
廷
用
人
、
山
豆
惟
爾
輩
忠
臣
」
。
臣
聰
日
、
「
但

　
願
爾
鷲
為
忠
臣
也
」
。
書
講
雷
官
尽
言
。
韓
楷
日
、
「
我
未
読
書
知
慮
、
但
知
朝
議

　
為
書
」
。
豊
山
日
、
「
未
読
早
知
礼
、
焉
知
朝
議
三
景
」
。
朱
衣
臼
、
「
改
礼
非
昭
聖

　
心
、
非
挙
朝
、
心
。
於
女
中
乎
」
。
臣
二
日
、
「
不
改
礼
、
是
為
両
県
、
三
女
安
乎
」
。

　
臣
献
夫
日
、
「
大
人
世
及
以
為
礼
、
天
子
諸
侯
無
為
入
後
者
」
。
五
輪
抗
言
、
「
宜

　
下
請
」
。
臣
聰
日
、
「
ロ
ハ
有
～
理
、
山
豆
宜
両
請
」
。
郭
鋤
日
、
「
祖
訓
如
是
、
古
礼
如

　
是
、
弦
議
当
ム
矢
」
。
翌
日
、
「
人
臣
事
々
、
当
課
順
其
美
　
」
。
二
輪
日
、
「
皇
上
有

　
純
孝
心
、
礼
定
可
為
万
世
法
、
山
豆
徒
将
順
吾
君
之
美
而
已
」
。
」

⑭
槻
世
宗
実
録
勧
巻
九
九
嘉
靖
八
年
三
月
辛
丑
「
兵
部
尚
叢
論
承
鋤
言
、
「
朝

　
廷
有
大
政
事
、
要
訣
文
武
大
臣
、
必
発
廷
臣
会
議
・
会
挙
、
甚
盛
典
也
。
今
者
議

　
錐
盈
廷
、
岡
稽
衆
論
、
論
議
罪
過
豊
津
揚
言
、
与
議
者
換
手
湖
傾
聴
、
殊
非
立
法

　
之
意
。
臣
愚
、
欲
干
渉
上
前
、
備
条
条
議
事
情
、
逓
伝
諸
会
議
者
、
開
先
論
其
故
、

　
然
後
虚
心
商
確
、
各
尽
所
長
。
如
議
相
合
、
不
必
強
同
、
玉
除
別
製
、
庶
足
以
尽

　
諸
臣
之
見
、
而
所
議
者
亦
至
公
而
無
私
突
」
。
上
ヨ
、
門
門
。
朝
廷
用
人
行
政
、
関

　
係
重
大
、
堂
下
廷
議
、
正
期
聴
取
公
是
以
集
衆
思
。
今
後
与
議
大
臣
、
務
各
粟
忠
、

　
母
得
野
比
遷
就
、
聯
名
署
題
、
全
書
大
計
、
至
予
言
官
、
亦
宜
論
挙
可
否
」
。
」

⑮
朱
蕪
門
中
庸
章
句
㎞
序
「
天
理
之
公
、
卒
無
真
黒
夫
人
欲
無
私
実
。
偏

⑯
「
公
」
と
「
理
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
望
月
直
人
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

⑰
夏
雷
糊
桂
洲
奏
議
』
巻
九
門
会
議
飛
騨
皇
后
謹
疏
」
「
吏
部
左
侍
郎
霜
四
日
、

　
「
識
者
天
下
之
公
、
非
天
子
自
行
之
。
宜
備
陳
以
上
」
。
」

⑬
夏
雷
㎎
桂
洲
奏
議
』
巻
九
「
会
議
荘
齋
皇
后
譲
疏
」
「
拳
螺
議
、
休
部
裏
以
為

　
不
合
、
且
獲
輻
所
説
、
非
天
子
所
自
行
、
此
言
尽
夷
。
故
着
会
議
以
尽
公
道
、
休

　
毎
不
加
詳
擬
、
動
軌
紛
争
是
非
。
…
…
叢
遇
皇
捜
之
喪
、
無
有
事
捜
世
事
母
之
理
、

　
人
道
有
此
乎
。
星
影
自
尊
、
矧
両
宮
島
上
、
而
昭
聖
皇
太
后
有
総
長
、
所
圧
為
尤
、

　
便
再
会
官
議
擬
、
帰
一
来
説
。
」

⑲
軍
属
宗
実
録
㎞
巻
　
本
工
嘉
靖
十
四
年
二
月
庚
戌
。

⑳
『
明
倫
大
典
臨
巻
二
正
徳
十
六
年
四
月
戊
申
。

⑳
『
大
礼
集
書
』
巻
四
。

⑫
　
張
聰
『
論
対
録
』
巻
二
二
　
嘉
靖
九
年
十
月
二
十
四
日
「
甚
恐
啓
争
端
、
須
得

　
二
三
臣
以
絵
鑑
。
朕
乱
作
諭
問
響
・
時
・
言
、
未
知
何
如
。
言
乃
近
雷
肥
典
耳
。

　
或
侃
卜
告
皇
祖
、
得
吉
、
便
当
力
行
。
用
預
与
卿
計
。
」

⑬
　
黒
潮
憶
想
対
日
㎞
巻
ニ
ニ
　
嘉
靖
九
年
十
月
二
十
五
日
「
聖
目
稲
妻
吉
皇
祖
、

　
及
欲
得
二
三
臣
賛
之
、
此
誠
謀
及
占
悪
馬
上
士
之
至
仁
也
。
」

（383）27
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本
稿
で
は
嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
の
顛
末
と
そ
の
後
に
世
界
が
執
筆
し
た
『
忌
祭
或
間
』
を
通
じ
て
、
政
策
決
定
の
正
当
性
に
関

す
る
世
宗
の
思
考
を
追
っ
た
。
そ
し
て
、
世
尊
が
自
ら
に
呈
さ
れ
る
異
議
を
防
ぐ
た
め
「
詞
謀
倉
同
」
を
実
行
し
て
自
ら
の
意
向
が
「
一
己
之

私
」
に
よ
ら
ず
「
公
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
そ
の
正
当
性
を
証
明
で
き
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
世

宗
の
「
下
穿
倉
同
」
の
手
段
と
は
、
廷
議
で
あ
り
、
関
係
官
僚
の
会
議
で
あ
り
、
内
閣
な
ど
近
臣
へ
の
諮
問
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

廷
議
に
か
け
た
り
内
閣
に
諮
問
し
た
り
す
る
の
は
決
し
て
盤
宗
独
自
の
方
策
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
政
策
決
定
の
手
段
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
正
宗
に
と
っ
て
、
「
詞
謀
余
同
」
を
体
現
し
た
明
代
の
政
策
決
定
過
程
は
、
皇
帝
の
政
策
決
定
と
そ
の
手
続
き
の
正
当
性
を
演
出

す
る
舞
台
装
置
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
経
書
に
由
来
す
る
「
詞
塾
主
同
」
を
実
践
す
る
と
い
う
世
宗
の
思
考
は
、
確
か
に
先
行
研
究
の
い
う
「
原
理
主
義
」
に
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
世
宗
の
「
詞
舟
倉
同
」
は
教
条
主
義
的
に
古
典
の
理
念
を
実
行
し
よ
う
し
て
い

た
と
い
う
よ
り
は
、
異
議
が
呈
さ
れ
る
状
況
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
現
実
的
な
要
請
に
由
来
し
た
。
そ
し
て
、
「
詞
謀
倉
同
」
の
実
践
で
異
議
を

防
ぐ
と
い
う
の
は
世
宗
の
独
善
的
な
発
想
で
な
く
、
異
議
を
言
っ
て
く
る
「
小
人
」
た
ち
を
黙
ら
せ
る
の
に
十
分
な
論
理
で
あ
る
と
世
宗
が
感

じ
て
い
た
か
ら
提
唱
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
内
殿
儀
礼
改
定
直
後
に
行
わ
れ
た
難
壁
七
年
正
月
の
昇
天
儀
礼
廃
止
に
つ
い
て
、
世
々
は
張

聰
に
廃
止
の
意
向
を
事
前
に
伝
え
、
そ
の
際
に
「
朕
は
自
分
で
は
決
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
っ
そ
り
卿
に
知
ら
せ
る
。
手
間
を
か
け
る
が
朕
の

た
め
に
ま
た
楊
少
師
と
こ
っ
そ
り
話
し
合
っ
て
く
れ
。
不
当
で
あ
れ
ば
（
廃
止
を
）
し
な
い
し
、
大
丈
夫
な
ら
（
内
閤
の
）
四
人
連
名
で
上
奏
し

　
　
①

て
く
れ
」
と
命
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
内
閣
に
よ
る
上
奏
が
な
さ
れ
た
。
内
殿
儀
礼
改
定
に
お
い
て
は
確
か
に
宙
官
か
ら
の
反
対
は
受
け
た
も

の
の
、
朝
廷
で
は
反
対
意
見
が
呈
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
直
後
の
拝
撃
儀
礼
廃
止
に
つ
い
て
も
、
世
宗
は
独
断
に
よ
ら
ず
内
閣
へ

の
諮
問
と
い
う
「
詞
謀
倉
同
」
の
実
践
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
世
宗
の
「
主
謀
余
田
」
の
提
唱
は
単
な
る
原
理
主
義
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者
の
お
題
目
で
は
な
く
、
当
時
の
朝
廷
に
お
い
て
広
く
存
在
し
た
共
通
認
識
の
一
端
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
も
し
皇
帝
を
中
心
に
し
て
明
代
政
治
の
現
場
を
兇
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
た
か
も
「
恣
意
」
を
ふ
る
う
「
専
制
霜
主
」
の
翼
賛
機
構
と
し
て
明

代
の
政
策
決
定
の
諸
手
段
が
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
世
宗
は
そ
の
裏
に
あ
る
「
詞
臨
幸
同
」
や
「
公
」
な
ど
の

概
念
の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、
後
世
の
「
独
裁
」
と
い
う
評
価
か
ら
想
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
自
ら
の
独
断
と
い
う
形
式
は
忌
避

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
臣
下
側
も
「
詞
謀
倉
同
」
や
「
公
」
の
理
念
を
提
唱
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
理
念
は
臣
下
側
の
錦
の
御
旗
に

も
な
り
え
た
。
そ
し
て
当
然
、
彼
ら
の
言
動
も
世
宗
と
同
様
の
概
念
の
枠
に
よ
る
束
縛
を
受
け
て
い
た
。
中
国
近
世
に
お
け
る
「
専
制
」
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
鴛
臣
両
者
の
活
動
を
規
定
す
る
こ
の
概
念
の
枠
の
由
来
と
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
日

の
課
題
と
し
た
い
。

　
最
後
に
蛇
足
な
が
ら
、
内
殿
儀
礼
改
定
の
そ
の
後
の
成
り
行
き
を
紹
介
す
る
。
嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
の
内
容
は
、
お
そ
ら
く
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

靖
七
年
一
月
十
七
日
の
英
宗
の
忌
辰
か
ら
全
面
的
に
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
世
宗
は
治
世
の
後
半
か
ら
紫
禁
城
の
西
下
に
あ

る
西
漸
と
い
う
庭
園
に
引
き
こ
も
り
、
紫
禁
城
内
に
ほ
と
ん
ど
足
を
踏
み
入
れ
な
く
な
る
。
そ
の
後
、
内
殿
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
か
否
か
は

　
　
　
　
　
　
③

判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
時
代
は
く
だ
っ
て
明
の
滅
亡
直
前
、
毅
宗
（
在
位
二
六
二
七
～
一
六
四
四
）
は
世
宗
が
廃
止
し
た
は
ず
の
毎
朝
の
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

天
儀
礼
を
実
行
し
て
い
た
が
、
内
殿
に
つ
い
て
は
朔
望
の
み
参
拝
し
て
い
た
と
い
う
。
嘉
靖
六
年
年
末
の
内
殿
儀
礼
改
定
は
、
一
応
は
明
の
滅

亡
に
至
る
ま
で
遵
守
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

①
張
聰
『
下
翼
録
㎞
巻
四
嘉
靖
七
年
正
月
十
五
日
「
朕
不
敢
自
決
、
密
告
卿
。

　
労
卿
為
朕
、
再
共
楊
少
師
密
議
、
否
則
已
之
、
可
則
与
四
本
棚
疏
言
之
。
」

②
噸
世
宗
実
録
㎞
巻
入
四
嘉
靖
七
年
正
月
庚
寅
「
先
是
、
奉
先
殿
祭
礼
、
毎
遇

　
一
廟
忌
辰
、
九
廟
共
用
牛
一
・
幕
臣
・
三
七
、
干
各
神
位
前
王
祭
、
侃
各
薦
酒
果

　
之
属
。
野
饗
、
用
大
学
士
楊
一
清
言
、
遇
忌
辰
止
予
所
当
忌
神
位
前
行
礼
。
祠
蜜

　
以
半
数
請
。
上
命
屠
牛
・
羊
・
家
母
～
。
」
な
お
、
こ
の
時
の
牲
の
数
は
嘉
靖
十

　
四
年
四
月
の
内
殿
の
祭
祀
後
に
喩
言
に
賜
わ
っ
た
牲
の
数
と
　
致
し
て
お
り
（
夏

　
言
『
桂
洲
文
集
』
巻
二
七
「
謝
賜
祭
内
殿
墨
継
疏
」
）
、
以
後
の
常
例
と
な
っ
た
よ

　
う
で
あ
る
。

③
嘉
靖
三
十
越
年
（
　
五
五
三
）
に
世
宗
の
息
子
二
人
（
裕
王
（
の
ち
の
穆
宗
）

　
と
景
王
）
に
宗
廟
・
奉
先
登
の
儀
礼
を
代
行
さ
せ
る
か
の
議
論
が
持
ち
上
が
っ
た

　
際
、
内
閣
首
輪
厳
嵩
が
「
臣
樹
思
得
、
嘉
事
二
十
八
年
十
二
月
二
十
四
日
、
奉
有
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聖
旨
、
「
内
殿
原
無
為
戚
之
代
、
朕
荒
止
之
、
遵
祖
宗
旧
法
、
但
二
王
或
可
代
行
。

此
係
先
朝
之
例
、
我
皇
考
累
代
孝
宗
多
久
。
叢
二
時
、
或
只
照
照
設
祭
、
二
三
子

須
習
之
後
此
欽
行
」
。
臣
等
議
得
、
叢
者
二
王
殿
下
礼
已
久
習
、
奉
先
之
祭
宜
如

銀
器
遣
代
、
其
屋
繰
合
無
一
体
二
代
。
」
（
厳
嵩
咽
後
堤
奏
対
録
㎞
巻
七
「
請
遣
二

王
代
肥
」
）
と
上
奏
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
稿
で
扱
っ
た
ル
ー
テ
イ
ー
ン
ワ
ー

　
ク
と
し
て
の
内
殿
儀
礼
を
含
む
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
『
世
宗
実
録
』

　
巻
三
九
四
　
嘉
靖
三
十
二
年
二
月
戊
辰
の
燃
犀
の
上
奏
の
末
尾
は
「
奉
先
・
太
癩

　
竃
祭
、
宜
如
聖
諭
、
一
体
遣
代
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
王
世
徳
翌
翌
禎
遺
草
㎞
「
上
呂
農
起
、
礼
神
笹
身
清
宮
丹
陛
、
朔
望
詣
文
華
殿

　
謁
至
聖
先
師
、
及
奉
先
殿
立
礼
。
」
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The　Revision　of　Rituals　in　the　lnner　Palaces　at　the　End　of

　　　　Jiajing　6　（1527）：　The　Despot　and　the　Legitimacy　of

　　　　　　　　　　　　Political　Decisions　in　Ming　China

by

IWAMOTO　Marie

　　It　is　said　that　political　system　of　ear｝y－modern　China　was　ckaracterized　by

despotism　The　despotism　of　China　has　been　discussed　by　many　scholars

since　the　time　of　the　EnlightenmeRt　thinkers　in　the　18th　century，　but　what

the　emperors　who　stood　at　the　top　of　the　despotic　system　in　eariy－modern

China　thought　when　they　conducted　political　affairs　has　not　been　revealed．

Until　tke　political　thought　of　the　emperors　in　the　period　is　clarified，　we

cannot　gain　a　complete　picture　of　the　despotism　of　early－modern　China．

Based　on　this　point　of　view，　this　paper　focuses　oR　the　thoughts　about　the

legitimacy　of　political　decisions　by　Ming　Shizong　（Emperor　Jiajing），　who　was

a　model　despot　in　early－modern　China　The　key　to　solving　the　problem　is　the

concept　of　xunmouσ毎漉。㎎訥四丁同（the　emperor　consu｝ts　and　all

consultants　concur），　which　appears　in　the　ShuJ’ing，　because　this　phrase　was

taken　as　a　symbol　of　the　legitimacy　of　political　decisions　in　the　Ming　court．

Shizong　himself　advocated　this　idea　several　times．　To　clarify　Shizong’s

thought　about　the　legitimacy　of　political　decisions，　thls　paper　reveais　hls

logic　of　xunmou　qiantong　by　analyzing　the　revision　of　rltua｝s　in　the　Neidian

内殿（lnner　Palaces）at　the　end　of　the　year　Jiaji1196（1527）and　the／iji

huowen忌祭或問，　a　book　wh圭ch　was　written　by　Sh圭zong　immediately　after

the　revision．

　　According　to　the　laws　of　the　Ming　Dynasty，　which　kad　been　established

by　the　first　Ming　emperor　Taizu，　emperors　had　to　conduct　rituals　ln　the

Inner　Palaces　every　day．　But　at　the　end　of　Jiajing　6，　Shizong，　fee｝ing　that

conducting　such　daily　rituals　to　be　burdensome，．　consulted　with　senior

officials　of　the　Great　Secretariat　upon　whom　he　relied　in　order　to　reduce　his

burden．　Fo｝lowing　the　proposai　of　tke　senior　officials　of　the　Great　Secretariat，

ShlzoRg　declded　to　revise　the　rituals．　However，　he　wanted　to　place　thls

matter　for　deliberation　at　a　meeting　among　the　officials　concerned　because
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he　was　afraid　of　the　protest　from　his　subjects．　The　senior　officials　of　the

Great　Secretariat　did　not　agree　to　the　meeting　because　they　were　also　afraid

of　a　protest　directed　at　them，　so　they　recommended　that　Shizong　revise　the

rituals　immediately　on　his　own　discretion．　Thereafter，　Shizong　and　the　senior

officials　of　the　Great　Secretariat　reached　a　compromise，　and　ShizoRg　finally

coRducted　the　revision　in　the　form　of　accepting　the　proposal　of　revision

offered　by　the　Great　Secretariat．

　　However，　immedlately　after　the　revision，　eunuchs　lodged　a　protest　to

Shizong　over　the　revision．　Shizong　then　wrote　the　Jij’i　huowen　to　argue　the

legitimacy　of　the　procedures　of　the　revision　by　advocating　the　concept　of

xunmou　qiantong．　From　the　process　of　the　revision　of　rituals　in　the　lnner

Palaces　and　the　content　of　the　fiji　huowen，　we　can　understand　that　Shizong

was　afraid　of　protests　agalnst　him．　He　thought　that　unless　the　protests　were

e｝iminated，　the　problem　would　not　be　perfectly　resolved．　PracticiRg　xunnzou

qiantong　would　prove　that　the　emperor’s　wi｝1　was　public公，　not　privatet私，

thus　he　could　avoid　the　protests．　Shizong’s　means　of　implementing　xunmou

eiantong　was　just　the　ordinary　decisioR－making　process　of　the　Ming　court－

holding　court　counsels廷議having　meeting　among　the　officials　concemed，

and　consulting　the　Great　Secretariat　eoRfidentially．　ln　Shizong’s　way　of

thinking，　he　could　prove　the　legitimacy　of　his　wi｝1　by　consulting　wlth　his

subjects　and　getting　their　agreemeRt．

　　Based　on　this　paper’s　analysis，　we　see　that　Shizong　regarded　the　ordinary

decision－making　process　of　Ming　as　embodying　xunmou　qiantong　and　as　the

stage　settiRg　proving　the　legitimacy　of　his　decisions　and　will．　lt　appears　that

the　ordinary　decision－making　process　of　the　Ming　was　just　a　device　propping

up　the　despot．　But　at　the　sarne　time，　Shizong’s　thinking　was　bound　by

certa2n　ideas　such　as　xunmou　qiantong　and　“the　public”．　Needless　to　say，　his

subjects　were　also　bound　by　these　ideas．　Clarifying　the　common　frame　of

ideas　binding　the　actions　of　the　emperor　and　his　subjects　is　important　for

further　understanding　of　the　political　system　in　early－modern　China．
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